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松岡寛子

本稿は，説者マイトレーヤ（Maitreya,ca. 350-430)1），語り手アサンガ（As油ga,ca. 395-470）によ

る本備とヴアスパンドウ（Vasubandhu,ca. 400-480）による注釈を備えた『中辺分別論』（Madhyanta-

vibhaga）冒頭部〈帰敬偶〉に対する，スティラマテイ（Sthiramati,ca. 510-570）の復注書『中辺分別

論釈疏』（Madhyantavibhagatika）のサンスクリット再校訂テクスト及び和訳を提示するものである。

「中辺分別論釈疏』の現存する唯一のサンスクリット写本は， 1928年， SylvainLevi氏によって

カトゥマンドゥにて確認されたものである。各葉に三分の一程度の欠損が全体にわたり，状態は

良くなし）2）。同写本に基づくとされるサンスクリット校訂テクストとしては， Bhattacharya& Tucci 

本， Yamaguchi本， Pandeya本がある。 Bhattachaηa,Tucci両氏によるものは，序章を含む第一章

「相品」（lak判明pariccheda）のみの刊本であり，後に Obermiller氏の書評と Stcherbats勾氏の訳注に

よって部分的に訂正案が提示されている。 Yamaguchi氏による刊本は全章にわたる。 Yamaguchi本

の校訂ミスは， r中辺分別論釈疏」よりも後に写本が確認された，『中辺分別論』のサンスクリット

校訂に携わった長尾雅人博士によって，その成果に基づいて訂正がなされている3）。 Bhattacharya

& Tucci本と Yamaguchi本は，いずれも同ーの写本とチベット語訳を使用したものであるが4），両

テクストに相互間の言及はない。 Pandeya氏によるものは， Yamaguchi本の文法的誤りを訂正する

趣旨で刊行されたが，チベット語訳が参照されていない5）。

これら三本のうち6),Yamaguchi本が，後に公刊された翻訳と索引を併せて三部作として「中辺

分別論』研究の先鞭をつけた一大金字塔であり，最も評価されるべきものであることは疑い得な

い。 Yamaguchi本の問題点としては，校訂ミスが多いことは公刊当初より指摘されてきた。近年

l）以下，三論師の年代はいずれも早島［2003］による。なお，「説者」はpra9etr，「語り手」はvaktrの訳語であり，前
者がマイトレーヤ，後者がアサンガを指示することはスティラマティによって明示されている。 SeeMVT 2, 4; 2, 8. 
2）本稿で取り扱う箇所の写本（Ms）は， Msl,Ms2a，及びMs2bの計三葉である。特に， Mslは最も破損が激しく，
欠損していない箇所がわ字、か六分の一程度に過ぎない。 Ms2aとMs2bは三分の一程度が欠損している。
3）長尾［1978］。
~）従来， MAVTの写本は二種存在しており，そのうち一方の行方が不明であるとみなされてきたが，金［2006:42］は，
一方がもう一方の複写であり，そもそも一種しか存在していなかったことを指摘する。従来の見解については長尾
[1963:23］，覚語仏典335-336参照。
S)d巴Jong[ 1977], Wayman [ 1977］，長尾［1978］，党語仏典337参照。
6）三穂野［2003］は，第一章「相品」第一節「虚妄分別」の再校訂としては最新のものであるが，本稿で取り扱う序章
を含まないのでここには掲げていない。既存刊本，チベット語訳の校合によるテクスト校訂，及び翻訳研究がなされ

ている。
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においても写本に基づく訂正案の具体例を挙げることにより，写本の再評価が提唱されている7）。

しかしながら，写本に基づく訂正のなされ得る部分は限られる。実際，写本は当時よりも破損が

進んでいる。チベット語訳から還元しなければならない部分は拡張している。写本の欠損してい

る箇所，つまりチベット語訳から還元されたサンスクリットテクストにもまた，問題がある。チ

ベット語訳からの逐語訳ではあるが，サンスクリットとして不自然なものがある。この問題は還

元サンスクリットを索引や電子テクストデータベースにおいて逐一検索することによって，補完

され得ると考える。近年，成果の目覚ましい仏教論理学分野をはじめ，インド思想全般にわたり

電子テクストデータベース化の進行している現在においては，決して不可能ではない。このよう

に，『中辺分別論釈疏』所出の言い回しゃ表現を，インド思想全般に敷街し，異同を明らかにする

ことにより，結果的に「中辺分別論釈疏』のもつ性格をも明らかにし得る。

したがって， Yamaguchiを底本として，同写本，チベット語訳，及び各刊本を校合することに加え，

写本のDiplomaticEditionをデータベース化したうえで， r中辺分男lj論』写本や「中辺分別論釈疏』写

本の現存する箇所のチベット語訳，さらにACIP(Asian Classic Input Pr吋ect)8lやGRETIL(Gotingen 

Register of Electronic Texts in Indian Languages）などの各種電子テクストデータベース9）を活用す

ることによって，より改良された再校訂テクストの作成を目指す。

なお，このサンスクリット再校訂テクスト及び和訳は，試行版であり，さらに改良される余地

があることを付言しておしまた，筆者は，この方法で，『中辺分別論釈疏』の序章の後半部〈論

書の本体〉，及び第一章「中目品」のテクスト校訂を続行中である。サンスクリット還元の根拠をよ

り確実なものとするために 他のテクストの類似表現など あるいは筆者の考え違いなど、につい

て，諸賢のご指摘やご意見を請いたい。

7）金［2006]0

8lhttp://www.asianclassics.org/research_site/index.html 
9ihttp://www.sub.uni-goettingen.d巴／巴bene_l/fiindolo/gr巴til.htm
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スティラマティ著『中辺分別論釈疏』〈帰敬偶〉のテクスト校訂及び和訳（松岡）

1.文献情報

本稿で使用するテクストは次のとおりである。

(1）『中辺分別論』（Madhyiintavibhiigabhii~ya)

（ト1）写本

MVBh[Ms] Madhyantavibhagabha~ya, Jounal of the Bihar and Orissa Research Sociの，212. 

(1-2）サンスクリット校訂テクスト

MVBh[Na] Madhyantavibhagabh匂ya(Vasubandhu): Gadjin Nagao, ed. Madhyantavibhaga-bhii~yα．鈴
木学術財団， 1964.

MVBh[Ta] Madhyantavibhagabha~ya (Vasubandhu): Nathmal Tatia & Anantalal Thakur, ed. Madhyanta-
vibhaga-bhii~ya, Patna: K. P. Jayaswal Research Institute, 1967. 

本稿は， MAVBh[Na］を底本として用いる。

(1-3）チベット語訳

MV(Tib) Dbus dang mtha’rnam par’byed pa’i tshig le’ur byas pa (Byams pa-Thogs med): Tibetan 
translation of Madhyantavibhagakarika. D No. 4021, Phi 40bl-45a6; P No. 5522, Phi 43b4-48a8. 

MVBh(Tib) Dbus dang mtha’rnampar’byed pa’i’grel pa (Dbyig gnyen): Tibetan translation ofMadhyanta-
vibhagabh勾ya(Vasubandhu). D No. 4027, Bi 1 b I 27a7; P No. 5528, Bi l-32b6. 

( 1-4）漢訳

弥勅造，玄提訳「静中j憂論頒』 l巻，TNo. 1601, Vol. 31. 

世親造，真諦訳「中謹分別論」 2巻，TNo. 1599, Vol. 31. 

世親造，玄奨訳 f躍中濯論」 3巻，TNo. 1600, Vol. 31. 

(1-5）「序品」・「相品」を含む現代語訳

葉阿月
[1975］「中辺分別論相品の比較研究」 「唯識思想、の研究ー根本真実としての三性説を中心にし
てー」（東方研究会），pp.1-76；「真実品の比較研究」（同），pp. 77-164. 

長尾雅人

[ 1976］「中辺分別論」 F大乗仏典 15：世親論集』（中央公論社），pp. 215-358. 

Kochumuttom, Thomas A. 
[ 1982] A Buddhist Doctrine of Experience: A New Tr，αnslation and Interpretation of the Works of均SU-
bandhu, the Yogacαrin (D巴lhi:Motilal Banarsidass), pp. 27 89. 

Anacker, Stefan 
[ 1984］“Commentary on the Separation of the Middl巴fromExtremes (Madhy如tavibhagabha~ya）.” In

Seven Works of Vasubandhu: The Buddhist Psychological Doctor (Delhi: Motilal Banarsidass), pp. 211 

286. 

(2）『中辺分別論釈疏』（Madhyiintavibhiiga!Thii)

(2-1）写本

MVT[Ms] Madhyantavibhagapl<a (Sthiramati): Madiゅの1tavibhagakarika,Bauddhadarfanavi~aya, No. 
233, Nepal : National Archives. 

(2-2）サンスクリット校訂テクスト

MVT[Bh/T] Madhyantavibhaga!lka (Sthiramati), ed. by Vidhush巴kharaBhattacharya & Giuseppe Tucci, 
Madhyantavibhiigαsatrabhii~yaffkti of Sthiramαti: Being a Sub comment，αηon 拘subandhu's Bhii~ya on 
the Madhytintavibhiigasatra of Maitreyantitha Pt. I, Luzac & Co., London, 1932. 

MVT[Ya] Madhyantavibhaga!lka (Sthiramati): Susumu Yamaguchi, cd. Mαdhyiintavibhiiga_tfkii，東京・破
塵閣， 1934.（再版鈴木学術財団， 1966.)

MVT[Pa] Madhyantavibhaga~Tka (Sthiramati): Ramchandra Pandeya, ed. Madhyiinta－νibhiiga-siistra: 
Containing the Kiirikii-s of Maitreyα， Bhii~ya ザ拘subandhu and !fkti by Sthiramαti. Dclhi: Motilal Ba-
narsidass, 1971. 

本稿は， MAVT[Ya］を底本として用いる。
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(2-3）チベット語訳

MVT(Tib) Dbus dang mtha' rnam par’byed pa’i’grel bshad (Blo brtan); Tibetan translation ofMadhyanta-
vibhagaFka (Sthiramati), D No. 4032, Bi I 89b2-318a7; P No. 5534, Tshi 19b7-170b8. 

(2-4）「序品」・「相品」を含む現代語訳

山口益

[ 1935］『安慧阿闇梨耶造・中辺分別論樺疏」破塵閣．（再版鈴木学術財団， 1966.)

Stcherbatsky, Theodore 

[1936] Madhyantα－vibhanga: Discourse on Discrimination between Middle and Extremes Ascribed to 
Bodhisattva Maitreyααnd Commented by L匂subandhuand Sthiramati. Bibliotheca Buddhica 30. Reprint, 
Delhi: Sri Satguru Publications, 1992. 

Friedmann, David Lasar 

[ 1937] Madhyiintavibhiigaffkii: Anαlysis of the Middle Path and the Extremes, Utrecht: Utr. Typ. Ass. 

三穂野英彦

[2003］「Madhyiintavibhiiga第一章相品における理論と実践」（広島大学博士論文）

(2-5）そのイ也

Obermiller, Eugene 

[1933］“Review of Madhyantavibhagasutrabha~yaffkii of Sthiramati: Being a Sub-commentary on Vasu-
bandhu’s Bha~ya on the Madhyiintavibhagαsatra of Maitreyanatha, ed. by Vidhushekhara Bhattacharya & 
Giuseppe Tucci”，The Indian Historical Quarterly, Vol. IX, No. 3. 

山口益

[1937］『漢蔵対照弁中辺論附中辺分別論者釈疏党文索引」破塵閣．（再版鈴木学術財団， 1966.)

長尾雅人

[ 1978］「「中辺分別論安慧釈』の究文写本との照合ーその第一章相品についてー」『鈴木学術財団
研究年報』 15.

-104-



スティラマティ著r中辺分別論釈疏』〈帰敬傷〉のテクスト校訂及び和訳（松岡）

2.テクスト校訂及び和訳

・以下， MVBhとMVTのテクスト校訂に際して， MVBh[Na],MV'f[Ya］をそれぞれ底本として用いる 0
・校訂テクストおよび、和訳の表記の形式については，以下のような規則に従う。

I) MVBh及びMVTのサンスクリットテクストは，写本や既存刊本などを用いて校訂したものを提
示する。

2) I及び，の挿入・削除は任意に行う。

3) Saf!ldhiは任意に処理し， avagraha（’）は任意に挿入する。また， sambandha,saf!1bandha等の鼻音
のanusvara化は異読に数えない。

4）段落分けは任意に行う。

・特に，脚注番号の形式については，以下のような規則に従う。

[1], [2], ... MVBhでは， Na,T, Msの順に， MVTでは， Ya,Pa, Bh/Tの順に各校訂テクストを提示す
る。 MVTに関しては， Ob,Stch, Naが再校訂を提案している箇所については，それらも掲げる。異読
のない箇所については，...(Ya) ... , ... (Bh/T) ...というようにして省略する。

1, 2, ...サンスクリットテクスト校訂の根拠を提示する。

1), 2), ...チベット語訳の D,P聞の異読を提示する。セミコロン（；）の前に掲げられた読みを採用
する。

(1), (2), ...和訳に関して必要な脚注を提示する。また，サンスクリットテクストとチベット語訳聞
に異読がある場合，チベット語訳に基づく和訳を提示する。

－和訳中の〔〕は翻訳の補いを，（）は同義語もしくは原語を示す。

・その他，特に写本の DiplomaticEditionの表記に使用した略号については，本稿末尾の (1）一般的略号を

参照されたい。
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(1）ヴァスパンドゥ著『中辺分別論』〈帰敬備〉のテクスト校訂及び和訳（MVBh[Nal7, 3-4; Tl, 4; 

おfslbl])

MVBh[Dlbl; Plbl-2] 

rgya gar skad du I madhyantabibhaga!IkaCll I 

bod skad du I dbus dang mtha’rnam par’byed pa'i’grel pa I 

表題

サンスクリット名： Madhyantavibhagα｛ikti

チベット名： dBusdang mTHa’rN，αm par’byedpa’i’Grel pa 

長1VBh[Dlbl;Pl bl] 

barn po dang po II 

中遺分別論［T451a7］：相品第一

排中遺論［T464b7］：静相品第一

第一章（棺品）

MVBh[Nal7, 1; Tl, 3; Mslbl][IJ 

namo buddhaya I 

お1VBh[Dlbl;Plb3] 

’jam dpal gzhon nur gyur pa la phyag’tshal lo II 

帰敬

ブpッダに礼拝し奉る Io

9
u
 

b
a
 

qa σb 

I

f
－
－
凶

l

q

一
制

｝

J

E
－
 

－
ai
－
a

一b

h

h

一
a

M

U

d

－
川

！！日

d

一i

u
川

一

切

L
L
1
t

－h
H
 

o
o

－d
 

m
m

一M

n
u
q
a

－nu 

n
n

一

配

m
－一
E

N

G

－D
 

川

T

一一
w

1チベット語訳では，帰敬対象が「マンジュシュリー（Mafijusrlkumarabhuta，文殊師利法王子）」である。
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0 

0.1 

スティラマティ著『中辺分別論釈疏』〈帰敬侮〉のテクスト校訂及び和訳（松岡）

MVBh[Nal7, 3-4; Tl, 4; MslbJ][2l 

錨strasyasyaprai:ietaram abhyarhya sugatatmajam I 

vaktara甲casmadadibhyoyati~ye ’rthavivecane // 

MVBh[Dlbl-2; Plb3-2al] 

bstan bcos’di ni rab mdzad pa II 

bde gshegs nyid skyes bdag sogs la// 

’chad pa la yang mngon mchod nas II 

don rnams dbye phyir ’bad par [P2a] bya // 

中遁分別論［T45la8-9]

恭敬善行子能造此正論矯我等宣説今嘗顛此義

（善行子の能く此の正論を造れると我等が為めに宣説する人とに恭敬して，

今此の義を顕すべし）

指卒中遁論［T464b8-9]

稽首造此諭善逝髄所生及教我等師賞勤頴斯義

（此の論を造れる善逝体所生と及び我等を教うる師とに稽首して，斯の義

を顕すを勤むべし）

。序章〈帰敬備と論書の本体〉

0.1 ＜帰敬偏〉

善逝子である，本「論書』（＝『経』）を説かれた方（マイトレーヤ）と，我々をはじ

めとする者たちのために〔本『論書』を〕語られた方（アサンガ）とに礼拝して，〔七〕

主題を分析するために，私（ヴァスパンドゥ）は尽力しよう。

121Na, T. 
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(2）スティラマティ著『中辺分別論釈疏』〈帰敬備〉のテクスト校訂及び和訳（MVT[Yal,1-5, 9; 

Bhff3, 1-6, 3; Pa3, 8-5, 24; Msl, 1-2bl]) 

MV'f[D189b2; P19b7-8] 

rgya gar skad du I madhyanntabibhagat孜副2)I 

bod skad du I [Pl 9b8] dbus dang mtha’rnam par’byed pa'i’grel bshad I 

表題

サンスクリット名： Madhyiintavibhiigaffkii

チベット名： dBusdang mTH,α’rNampar’byedpa’i 'Grel bshad 

MV'f[Ya12; Bh/T-; Pa3.7; Ms-][31 

[ ... ] 10) 

恥1V'f[D189b2;P17b8] 

’jam dpal gzhon nur gyur pa la phyag’tshal lo// 

帰敬

聖文殊師利童子（aryama吋usr1-kumarabh Uta）に礼拝し奉る。

l3lya, Pa: aryamafiju§riye kumarabhutaya namaJ:i I 
Bhff：ー；Ms:-

10）この帰敬句はチベット語翻訳者によるもの（’gyurphyag）であるから， Ya,Paのように還元する必要はない。

(2)0; P: madhyantabibhagaFkii. 
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スティラマティ著『中辺分別論釈疏』〈帰敬偶〉のテクスト校訂及び和訳（松岡）

0.1.1 

MVT[Yal, I 10; Bh汀3,1-8; Pa3, 8-14; Msl, l-2][4l 

[Ms l] praya~ si~.ta 11) gurum abhimatadevatiif!! cabhyarhya 12) karmasu pravartanta 13) ity ayam apy 

svaya'!l si~.takramanuvartI14l madhyantavibhagasiitrabhaりra'TIcikir号ustatpra9etur vaktus ca puja'!I krtva 
tadαrthavibhagaya pravrtta iti pradar§ayann aha I 

sastrasyiisya pranetaram 

iηadi I 

eva'!l krtva ko gu1:1a~ priipyate I gu1:1avato hitakiiri1:1αs cap可ayatiif!lpu1:1yam upacfyate/ pu1:1yany 

upacitiini samiirabdhavato vighnavinayakair anupahatan alpena prayasena samapayantiti /15) 

HlYa: uttamajanii hi priiyaso guru'!! sraddhiidevatii'!l ciibhyarcya karmasu pravartanta ity ayam apy aham uttam句ananayam
anuvar江 madhyantavibhagasiitrabha~yarri ciklr~ur [iti jfiapanartharril tatprai:ietur vaktus ca piijarri krtvii tadarthavibhiigiiya 

prayukta iti pratipiidayann iiha, siistrasyiisya prm:zetiiram priipyata ityiidi, eva'!l krtvii ko gw:za!1 priipyata iti I gw:zavadbhyo 
hitakiiribhyas ca piijayiiniiniim e~arri puりyamupaciyat巴Ipu9ya upacite samarambhad vighnavinayakair anupahatiin alpena 
prayasena samapayantlti I 

Pa: uttamajano hi . . . (Ya) ... pravartata ... (Ya) .. ciklr~us tatpra9etur . . (Ya）ー..Siistrasyiisya prm:zetiiram 
priipyate I gw:zavato hitakiirinas ca piljayatiim e~arri ... (Ya）・・ー／

Bhff: siHii hi priiye1Ja gurum i~！adeνafii'!l ciibhyarcya karmasu pravartanta ity ayam apy [svayarri si手takra]manuvartl
madhyantavibhagasiitrabha号yarriciklr~us tatpra9etur vaktus ca p可arrikrtvii tadarthavini.SCaye pravrtta iti pradarsayann aha I 
siistrasyiisya pral)etiiram ityiidi I eVGl?l krtvii ko gu1Jal:z priipyata iti I gttl)GVata upakiirakasya ca piijayai号arripu9yam upaciyate I 
[pui:iyopacaye sa]marambho vighnavinayakair anupahato’lpena prayas巴nasamapyata iti I 
Ob: . . (Bh/T) . tadarthavibhiigiiya ... (Bh/T) . . I 

Stch: si~fiikramiinuvartf ... (Bh/T) . . tadarthavibhiigiiya . . (Bh/T) . . piijayam pui:iyam upaclyate / ... (Bh/T) ... I 

Ms I, I: ]+rt! madhyantavibhagasiitrabha~ya+ ciklr与ustatprai:ietur vaktus ca p可arri+[,Ms I, 2：・］＋kairanupahatiin alpena 
prayasena samapayantlti I 

11lya rabs dag ni，可iHaり（Bh/T,Stch）.チベット語訳yarabs dagに対応するサンスクリット原語としてsi斜面hを想定し，
niは単なる強調助辞として敢えて hiを挿入しないものとする。
ya rabsは， aryaに対応し， Ya,Paのuttamajanaは「勝れたる人」（山口［1935:I, 5］），‘noble man’とも解し得るかも
しれないが，種々の論書の帰敬傷解釈にそれらの語の使用を認めることができない。諸論書の帰敬偶解釈で、はsi~ta ある
いは sat(Tib: dam pa）「正しい行いをする人」といった語の使用が見られる。 si号taに関してはcsを例に挙げよう。 cs
1.1.21: abhl与＼adevatanamaskarastu granthadau si与＼acarapraptaJ:iparamasi~＼enagnivesena k~ta eva anyatha si号tacaralanghanena

si~ ＼atvam eva na syad vyakhyanantarayabhayas ca tatha granthavinivesitasyapi namaskarasya pratyavayapahatvac ca na 

granthanive§anam // satに関しては，下記注 15）の帰敬偶の範型にかかわる AKVや PVSVT,PVTの引用を参照さ
れたい。
12ldang .. mchod nas, *cabhyarhya. Cf. MVBh 17, 3: abhyarhya; Dlbl: mchod nas. 

13）’jug ste, *pravartanta. Msの‘pravartata’を‘pravartanta’と訂正すべきという Yaの注記に従う。但し，当該箇所
のMsは現時点で欠損している。 Se巴Yal,n.I. 

l~ ） bdag . ya rabs kyi tshu, *svayarri si号＼akramanuvartl(Stch）.チベット語訳には anuvartinに対応する語がない。 Cf.
AKV I 2, 15-16：・ sadacaranuvrtti;dam pa rnams kyi spyod pa’i rjes su ’jug pa. 

l月）帰敬偶（mangala）には，一般的に，祈願（話is），敬礼（namaskara），内容紹介（vastunirdesa）という三つの役割があ

る。 Cf.KA I. I：目 sargabandhomahakavyam ucyate tasya lak~ai:iam I aslrnamaskriya vastunirdefo vapi tanmukham II 1.14 II 
先制放｛局解釈はこのような範型に則って行われる。たとえば，ヤショーミトラは次のように帰敬伺解釈を行う。
AKV I 2, 7-18: gui:iakhyanamatr巴りamahatmyavabodho na namaskarei:ieti cet I na I tasya tat siicakatvat I namas-

ka印刷 himahatmyarri siicyate I atha va gui:iakhyanenaiva mahatmyarri jfiapyate na namaskar町iaI namaskararambhas tu 

svapui:iyaprasavartharri I sadacaranuvfttipradarfanartharri va I krtabhimatadevatap丙おtutinamaskarahi santaりkriyamarabhanta 
iti satam acarat I tatra mahatmyaj国panarrikim artham ity acak~mahe I; 
P3a5 8：・’galte yon tan bりodpa tsam gyi ch巳ba’ibdag nyid khong du chud de phyag’tshal bas ni ma yin no zhe na I ma 

yin te I de ni de brjod par byed pa yin pa’l phyir te I phyag’tshal bas ni che ba’i bdag nyid legs par bりoodpar byad do II rnam 
pa gcig tan yon tan brjod pa kho nas che ba’ibdag nyid shes par byed d巴phyag’tshalbas ni ma yin no II phyag’tshal ba tsom 
pa ni rang gi bsod nams’ph巴lba’i phyir ro II rnam pa gcig tu na dam pa rnams kyi spyod pa’l rjes su’jug par rab tu bstan pa’i 
phyir te I dam pa rnams kyi spyod pa ni mngon par’dod pa’l Iha mchod pa dang bstod pa dang phyag byas nas bya ba rtse ma 
pa yin no II 

（荻原［1933:3］：「唯だ徳を讃えるのみにて尊高なることを覚る，敬礼に由るに非ずと云うならば，然らず，（I）敬礼
は尊高を指示するものなるが故なり，所以は，敬礼にて尊高は指示せらるればなり。或は復た，（2)I准だ徳を讃えるの
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恥1VT[Dl 89b2-l 89b5; Pl 9b8-20a3] 

ya rabs <lag ni phal cher bla ma dang I dad pa'i Iha la mchod nas las rnams la ’jug ste I dbus 

dang [P20a] mtha’rnam par’byed pa’i mdo<3) bshad par’dod pas I bdag la yang’di ni ya 

rabs kyi<4) tshul can no zhes shes par bya ba’i phyir I de mdzad pa dang ’chad pa la mchod 

nas I de’i don rnam par dbye bar zhugs so zhes rab tu bstan pa’i phyir I 

bstan bcos’di ni rah mdzad pa I 

zhes bya ba la sogs pa smos so II 

de ltar byas na yon tan ci zhig thob ce na I yon tan dang ldan pa dang I phan ’dogs ’dogs 

pa la mchod na bsod nams’phel bar ’gyur ro 11 bsod nams’phel na yang dag par口som<S)

pa la bar chad dang bgegs kyis mi tshugs par tshegs<6) chung<7) ngu rdzogs par’gyur ro II 

みにて尊高を知らむ，敬礼に由に非ざれども，敬礼を申ぶるは己の福を生ずるが為なり。或は，（3）良き習慣（sadacara,
dam pa rnams kyi spyod pa）に倣うことを示すが為なり，所以は，希望する神（abhimatadevata,mngon par’dod pa’i Iha) 
を供養し（puja,mchod pa）賛嘆し（stuti, bstod pa）敬礼し（namaskara,phyag byas）て所作を始むと云うが，善人の行いな

るが故なり」）
同様の帰敬偶解釈は，タやルマキールティの Pramaryavarttikaに対するシャーキャブッディによる復註（PVT），対応す
るカルナカゴーミンの復註（PVSVT）にもある。ただし， PVSVT(Skt）には， yarabs dag ni . . so IIに該当する箇所が

ない。
PVT[D 1 b3-2a I]: ya rabs dag ni phal cher bstan bcos rtsom pa la ’dod pa’i Iha la phyag byas so (P; by巴ddo D) II de bas na 
slob dpon 'di yang bdag nyid dam pa rnams dang spyod pa mthun par bstan par bya ba dang I khyad par du (D; P om.）’phags 
pa'i lha la bstod pas bsod nams 'ph巴lla I bsod nams’phel bas kyang bstan bcos bgegs med par tsar phyin pa dang ’chad par 
byed pa dang I nyan par by巴dpa rnams sngar bstod nas zhugs pa las bsod nams skye ba’i phyir gzhan gyi don gzigs nas I rtog 
pa’i dra ba rnams bsal cing (P; zhing D) II zhes bya ba la sogs pa khyad par du 'phags pa’i Iha la mchod pa brtsams so II 
（桂［1994:35］：「先賢たち（yarabs dag）は，概して（phalcher），論書を始めるにあたって，好ましい神格に対する帰
敬（’dodpa’i Iha la phyag）を行ってきた。だからこの〔タ＋ルマキールティ〕先生も， (I）自らが良き人々と行いが同じで
あることを示さねばならないこと，（2）とりわけすぐれた神格（khyadpar du’phags pa’i Iha）に対する称賛によって〔自
らの〕福徳を増大し，さらに〔その福徳の〕増大によって，論書が支障なく完成すること，そして，（3）〔本書を〕解説
する〔注釈〕者や〔その〕聴衆のためにまず〔仏の〕称賛を先立てる活動をする（つまり，帰敬備をおく）ことによっ
て〔他者に〕福徳を生じるから，他者の利益となるとお考えになって，‘vidhutakalpana’云々と，とりわけすぐれた神
への崇拝〔の偶〕を始めたのである」）
PVSVT[D I b-2a]: ya rabs dag ni phal cher bstan bcos rtsom pa la ’dod pa’i !has la phyag byas so II de bas na slob dpon’di 
yang bdag nyid dam pa rnams dang spyod pa mthun par bstan par bya ba dang I khyad par’phags pa’i Iha la bstod pas bsod 
nams 'phel la I bsod nams 'phel bas kyang bstan bcos bgegs med par [2b] tshar phyin pa dang ／’chad par byed pa dang I nyan 

par byed pa rnams sngar bstod nas zhugs pa las bsod nams skye ba’l phyir gzhan gyi don gzigs nas I rtogs pa’i dra ba rnams 
bsal cing zhes bya ba la sogs pa khyad par du ’phags pa’i Iha la mchod pa brtsams so I.人
Sankrtyayana 1, 14 19: yady api hi鈎strarambhenamaskaraslokopanyasam antarei:ia kiiyavailmanobhir i号！adevatanamas-

karakararyena puりyopacayad avighn巴na sastrasya parisamaptir bhavati I tathapi vyakhyatrsrotfrya111 stutipurasaraya 

prav;ttya punyati5ayotpadat pararthya111 sadacaranupalana111 ciilocya visi~！ad巴vatiipujaslokam upanyastavan acaryary I 
vidhutakalpanetyadi I 

（桂［1994:25）：・「実に，たとえ論書の始めに帰敬偶（namaskarasloka）をおかなくても，身口意によって好ましい神格
(i~！adevata, khyad par 'phags pa' i Iha）に対する帰敬を行うことによって福徳（punya）を積むから，支障なく論書（ぬstra)
は完成するとしても，〔ダルマキールティ〕先生は，〔本書を〕解説する〔注釈〕者や〔その〕聴衆のために〔仏の〕称

賛（stuti）を先立てる活動をする（つまり，帰敬偶をおく）ことによって，〔一層〕卓れた福徳を生じることができる
から，他者の利益になること（para口hya）と，良き人々の習慣（sadacara）を遵守することとを考慮、して，とりわけすぐ
れた神格（visi~！adevata, khyad par du ’phags pa’i Iha) （すなわち，仏）に対する崇拝（puja,mchod pa）の偶を〔冒頭に〕
‘vidhutakalpana’云々とおいたのである」）

。lp;Dins. rnam par. 
(-llD; P: kyis. 

（弓lo;P: rtson. 

（白lp;D: tshogs. 

mo; P: chu. 
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0.1.1 ＜帰敬掲〉第一解釈

0.1.2 

教養ある人々（si~~a）は，通常，〔自らの〕師（guru）と〔自らの〕信仰する神格（abhimatadevata) 
に礼拝して〔注釈〕作業にとりかかる。したがって，彼（師ヴ、アスパンドゥ）もまた，自ら，教養あ

る人々の作法に従って（si号takramanuvartin），『中と辺とを分別する経』（Madhyantavibhagasutra)
を注釈することを望む者であるから，それ（『経」）を説かれた方（prai:ietO（聖マイトレーヤ）
と語られた方（vaktf)（師アサンガ）に対する礼拝をなして，それ（『経」）の意味の弁別にとり
かかるということを理解させるために，〔次のように帰敬備を〕述べる。

本「論書」を説かれた方に

云々 と。

【問】以上のように〔注釈作業の開始に際して『経」を説かれた方と語られた方に対する礼拝
を〕なして，いかなる功徳（gui:ia）が得られるのか。

［答】功徳を備えた方々（gui:iavat）と利益をもたらす方々（hitakarin）を供養する人々（piijayat)
の福徳（pui:iya）は増大する。福徳はそれが増大したとき，活動を開始した人々が事故や妨害に
よって阻害されることなく少ない努力で（alpenaprayasena）目的を達成するのを促す。

MVT[Yal, 11-2, 2; Bh/T3, 8-12; Pa3, 15-17; Msl, 2)(51 

atha va prm:zetruktasya vaktrvivrtasya ca samadana'!l kathayata prm:zetrvaktrayos ca sutravrttyos ca 

gauravotpadanartham 16l /[Ya2] 

siistrasyiisya pral}etiiram 

iti sarvam uktam I 

MVT[Dl89b5-6; P20a3-4] 

yang na mdzad pas gsungs pa dang I’chad pas bshad pa yang dag par byin par bsnyad pas I 

mdzad pa dang I ’chad pa dang I mdo dang ’brel pa<8l la gus pa bskyed par bya ba'i phyir I 

bstan bcos’di ni rab mdzad pa I 

zhes bya ba thams cad smos so II 

0.1.2 ＜帰敬伺〉第二解釈

あるいはまた，説かれた方（聖マイトレーヤ）によって述べられたこと（『経』） (pra9etrukta) 
と語られた方（師アサンガ）によって注釈されたこと（vaktrvivrta)（『注釈』）とを正しく受容
していること（samadana）を伝える方（kathayat)（師ヴァスパンドゥ）は，説かれた方（聖マイ

l弓1Ya:atha va pral)巴ti;prai:i巴ya[vaktrvakyasamadana]pravacanat sutraprm;etr vaktrvrtti~u gauravotpiidaniirtham aha, siistra-
syiisya prai:ietiiram iti, sarvam I 
Pa: atha va prai:ieti;pra早巴yapravacanat . (Ya) . I 
Bh/T, Na: atha va samyakpratipaditasya pra~1etroktasya vaktrii vivrtasya ca kathanena prai:ietari vaktari slltre bl1ii~ye ca 
gauravam upiidayitu'!l siistrasyiisya pr，σ！Zetiiram iti sarvam uktam I 
Stch: atha va prai:ietroktasya vaktrii caνivrtasya samyakpratipiidanakathanena . . (Bh/T) . I 
Ms I, 2: a(tha va)[ 

16)Cf. AKV I 24, 21：巴tadvyakhyanarp siitranugatam ity abhipraya~ /, MV[D40b I; P43b4]: bod skad du I dbus dang mtha’ 
rnam par’bycd pa' i tshig le’ur byas pa （’byed pa’i tshig l巴’urbyas pa D；’byed pa P), MVBh[DI bl; Pl bl] bod skad du I dbus 
dang mtha’rnam par’by巴dpa’I’gr巴lpa I 

（討＞o：’brelpa; P：’grel pa. 
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トレーヤ）と語られた方（師アサンガ）と『経』（siitra）と『注釈」（vrtti）に対する敬意を引き

起す（gauravotpadana）ために2,

本『論書』を説かれた方に

という〔帰敬偶の〕全体を述べている。

0.1.2.1 

0.1.2.1.1 

MVT[Ya2, 3-8; Bh/T3, 12-16; Pa3, 18-4, 1; Msl, 3](61 

加traprmy,etruktatvanirdesat sut陀 gauravamut1フαdyateI 

αsya karikasastrasyaryamaitreyaりpra9etaI sa caikajatipratibaddhatvat sarvabodhisattvabhijiiadha-

rmy,fjフratisarrzvitsamadhzndriyak~antivimok~aiftparamaparamitapraptaft sarvabodhisattvαbhumi~·u [Pa4] 

ca niravase~aprahf1:lavar，叫iaft17) I 

MVT[Dl89b6-7; P20a4-7] 

de la mdzad pas bshad par bstan pas mdo la gus pa skye ste I 

’di ltar bstan bcos tshig le’ur byas pa’i<9l mdzad pa po0°l ni’phags pa byams pa ste I de 

yang skye ba gcig gis thogs pa’i phyir I byang chub sems dpa’i mngon par shes pa dang 

gzungs dang so so yang dag par rig pa dang I ting nge’dzin dang I dbang dang bzod pa 

dang I rnam par thar pa thams cad kyis(l I) dam pa’i pha rol tu son pa I byang chub sems 

dpa’i sa thams cad la sgrib pa yang ma lus par spangs pa’o II 

161Ya, Na: tatra prm;etrii vaktum upadi~fiit siitre gauravam utpadyate I yasmad asya karikasastrasyaryamaitreyaりprar.ieta,
sa caikajatipratibaddhiit sarvab。dhisattviibhijfiiidhiirai:zりryratisal?lvitsamiidhlndriyak~iintiνimok~ai~ paramam piiram gata[1 

sarviisu bodhisattvabhumi~u ni~§e~am api prahfi:ziivarai:za[1 I 
Pa: tatra p1刀i:zetrvacaniitsiitre ... (Ya) ... I yasyasya .. (Ya) ... Isa caikajatipratibandhiit ... (Ya) ... I 
Bhff: tatra prar.ietrrrar.ieyapravacanat siltre [gaurava]m utpadyate I asya karikasastrasyaryamaitreyaりprar.ieta:sa 
caik句anmσniipratibaddha iti sarvabodhisattviibhりi日dhiirai:zlpratisal?lvitsamiip叫tivasitiik~iintivimuktfniil?l paramal?l piira'!1 

gata~ sarviisu bοdhisattvabhiimi~u ni~se~e!w prahli:ziivarai:za~ I 
Ob: . . (Bhff) ... sa caikajiitipratibaddha iti sarvabodhisattviibhり＇iiiidhiirai:zlpratisal?lvitsamiidhivasi傾向iintivimok~iii:ziif!J . 
.. (BhlT) ... I 
Stch: tatra prai:zetroktapradarsaniit sfitre ... (Ya) . . I 
Msl, 3: ]+karikasastrasyaryamaitrey功praりetaI sa caika j [ 

17>cf. TrBh 22, 11: tasyaip hy avasthayam alayavijiianasritadau~~hulyaniravase~aprahar.iad 剖ayavijiianaip vyavrttaip bha-
vati /; Dl52a7: de’i tshe kun gzhi rnam par shes pa la gnas ngan Jen ma !us par spangs pa’i phyir I kun gzhi rnam par shes pa 
!dog par’gyur te I「なぜならば，その段階（阿羅漢位）において，アーラヤ識にある箆重（dau号＼hulya）を残りなく断滅
するから，アーラヤ識は「止滅する」のである」）

（リ＞o:bstan bcos tshig le’ur byas pa'i; P: bstan bcos tshig le’ur byas pa ni. 

00>o: mdzad pa; P: mdzad pa po. 
Ollp; D: kyi. 

2ヤショーミトラは，敬意の生起する過程を次のように説明する。 AKVI 2, 17-21: tatra mahatmyajiiapanaip kimartham 
ity acak~mah巴 I tadgauravotpadanartham I gauravotpadanaip punas tatpravacanasatkrtyasrava。arthamI satkrtyasravar.ia'!l 
kramer.ia srutacintabhavanamayaprajiiotpadanartham/ tadutpadanaip klesaprahar.iartham I tat punah sarvaduhkhopa§amalaksa-
r.ianirvar.iaprapar.iartham iti prayojanani与＼haI （荻原［1933:3］：「此の中にて，尊高を知らしむるは何の為か，吾人は言うべ
し，彼に対する尊重心を生ずるが為なり，尊重心を生ずるは，復た彼の所説を恭しんで聞くが為なり，恭しんで聞く
は，聞くことと，思うことと，修むることの慧を順次に生ずるが為なり，此等を生ずるは，煩悩を断つ為なり，此は復

た，一切の苦の寂滅を特徴とする浬築を得るが為なり，以上にて所為完了す」）

q
L
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0.1.2.1帰敬対象

0.1.2.1.1聖マイトレーヤと「経』

それ（帰敬伺）の中で，説かれた方（聖マイトレーヤ）によって述べられたということが示

されているから，〔読者に〕『経』に対して敬意が起こる。

このカーリカ一体の論書（karikasastra）を説かれた方は聖マイトレーヤ（aryamaitreya）であ

る。さらに，彼（聖マイトレーヤ）は，一生にのみ縛られた〔菩薩〕（ek勾atipratibaddha，一生
所繋）3であるから，菩薩のすべての（I）神通力（abhij同）と（2）ダーラニー（dhara1.1I）と（3）覚知

(pratismpvit）と（4）三味（samadhi）と（5）根（indriya）と（6）忍（k与anti）と (7)解脱（vimok明）に
よって最高の彼岸へ既に到達していて，菩薩のすべての階位における障害（avaraりa）をもまた

残りなく既に断滅している4。

0.1.2.1.2 

MVT[Ya2, 8-11; Bh汀3,17-20; Pa4, 1-4; Msl, 4)Pl 

vaktrsamtidtinadvtire1:ia vrttytilfl gauravam utpadyate I vakta punar atracaryasa白gastasmac chrutvti-

ctiηゆ伯尚ntavasubandhu~ etadbhti~）仰1I 

的yorapi prajnaprakaηayogad 18lαviparftapratipattidharm;opade.§asamarthatvad iha siitrartho 

171Ya: vaktrsamiidiinadviire"(la vrttyiif!l gauravam utpadyate I vakta punar atracaryasa白gastasmac chrutviiciiryabhadanta-

vasubandhu~ tadbha:jyam akarot I tau apy uttamapr，。l}iiiivato’bhriintiprativedhadhiira"(lopade§asamarthyiidatra siitriirtho 
’bh1命1tamupadi:jfG iti vrttyiif!l gauravam utpadyate I 
Pa: vaktrsamiidiinadviire"(laνrttau gauravam utpadyat巴Ivakta punar atracaryasaliga与...(Ya) ... tayor uttamaprajiiiivator 
abhranti0 . . (Ya) . vrttau gauravam utpadyate I 

Bhtr: vaktuち samyakpratipadanamukhena bh匂ye gauravam utpadyate I vakta [casya]cacaryasangaりItasmac 
chrutνiiciiryavasubandhus tasya bhii:jyam akarot I tau ca paramaprajfiiiv ity abhriintiiνabodhau dhiira"(lopade§asamarthiiν 

itfhabhriintaf!l siitriirtham upadisata iti bhti:jye gauraνam utpadyate I 
Stch: .ー（Bhtr)... I tasmac chrutviiciiryabhadantavasubandhus .. (Bh/T) . . I 

Ms 1, 4: ]+gauravam utpadyate vakta (punar atra)caryasaligas tasmac chr[ 

18)shes rab mchog, *prajfiaprakar~a, *uttamaprajfia, *paramaprajf¥a. AKV IIIやBCAPIXなどに用例がある。 Cf.AKV 
III 286, 21 22: sa evavasthik功 prakar~ayogat praka印刷J:iI （山口・舟橋［1955:169, 4-5］：「同じそれが遠続に約せるも

3ek吋atipratibaddhaは「一生補処」，「一生所繋」と漢訳され，現在の一生を過ぎれば仏処を補うことのできる，最高の
菩薩位のことである。四種菩薩（初発心・行六波羅蜜・阿見抜致（不退）・一生補処）と菩薩十位の内容，関連についての考
察として平Jll[1968：・283-420］がある。 Cf.AKV III 332, 32: ekajatipratibaddhasya iti I ekajanmapratibaddhabuddhatvasya I 
（山口・舟橋［1955:442, 1-2］：「一生所繋の〔菩薩〕とは，仏となることについて，ーの生 (janman）によって繋せら
れた者である」） , AsP 435: yas te~i\1']1 bhagavan prathamayanasafJ1prasthitaniifJ1 bodhisattvanaip mahasattvani¥1']1 cittotpada-
nanumodate, avinivartanlyanamapyavinivartanlyadharmatam anumodate, ekajatipratibaddhanam api bodhisattvani¥1']1 maha-

sattvanam ekajatipratibaddhadharmatam anumodat巴， kiyatsa bhagavan kulaputro va kuladuhita va bahutaraip pui:iyaip prasa-

vati I （梶山・丹治［1975・：243］：「世尊よ，それらはじめて〔大〕乗に進み入った菩薩大土たちの発心を随喜し，菩薩の修
行を行うものたちの発心をも随喜しへもはや退転することのない〔菩薩大士〕たちの不退転の境位をも随喜し，もう一
生だけ〔迷界の生存に〕束縛されている〔一生補処〕菩薩大士の，もう一生だけ〔迷界の生存に〕束縛されている境位
をも随喜する良家の男子や女子は，世尊よ，どれほど多くの福徳を得るでしょうか」）＊サンスクリット原文にはない。
本論書のように， ekajatipratibaddhaは，特に聖マイトレーヤの呼称としてしばしば用いられる。 Cf.三輔勅経疏
[T313al5 17］：奮云禰勅皆説也。此菩薩今身死生兜率。過多数死生。還生彼天。最後死而生人方成仰。名一生補慮。
4ここでは一生所繋の菩薩の徳目（＝自在力，vasita）として七種列挙されるが，他の文献で一致するものが見出され
なかった。 DBhSでは十二種， LYでは十種がそれぞれ挙げられる。 S巴eDBhS I, 8-2, 8, LY I I, 13-16. 
LY I I, 13-16: sardha1']1 dvatrif]1Sata ca bodhisattvasahasraih, sarvair巴k吋atipratibaddhaiJ:isarvabodhisattvaparamitanirjataiJ:i 
sarvabodhi sattv abhij f¥avi krl <;Ji ta iりsarvabodhisattvadharai:ilpratilabdhaiJ:i, (sarvabodhisattvapratibhanapratilabdhaiJ:i) sarva-
bod hi sattvaprai:iidhanasuparipuri:iaiりsarvabodhisattvapratisaf]1vidgatif]1gataiJ:isarvabodhisattvasamadhivasitapraptaih sarva 
bodhisattvavasitapratilabdhaiJ:i sarvabodhisattvaksantyavatlri:iaih sarvabodhisattvabhiimipparipiirnaiJ:i I （外国［1994:701, 21 
26］：「また，三万二千人の菩薩を伴えり。〔すなわち〕すべて一生補慮にして，一切の菩薩の波羅蜜に熟達し，一切の
菩薩の神通もて遊戯し，一切の菩薩の陀羅尼を獲得し，《一切の菩薩の弁才を獲得し〉一切の菩薩の誓願を成満し，一
切の菩薩の無擬解に通暁し，一切の菩薩の三味自在を得，一切の菩薩の自在を獲得し，一切の菩薩の菩薩地を成就した
る〔諸菩薩〕を〔伴えり〕」）

円台

U
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’νiparfta upadi.Jfa 19) iti bhti.Jye gauravam u伊αdyateI 

恥1V"f[D190al-3; P20a7-20b2] 

[D190a］’chad pas yang dag par byin pa’i sgo nas’grel pa la gus pa skye bar ’gyur te I 'di 

la ’chad pa ni slob dpon thogs med do II de las slob dpon btsun pa dbyig gnyen gyis gsan 

nas 'di’i’grel pa mdzad de I 

de gnyis kyang shes rab mchog dang ldan pas ma nor bar rtogs pa dang I gzung ba02l 

dang ston nus pas’dir mdo’i don ma nor bar03l bstan to zhes’grel pa la gus pa skye ste I 

0.1.2.1.2師アサンガと『注釈』

語られた方（師アサンガ）が〔『経』を〕正しく受容していること（samad加a）を通して，〔読

者に〕『注釈』（vrtti）に対して敬意が起こる。さて，ここにおける，語られた方とは軌範師ア

サンガである。軌範師大徳ヴァスパンドウは，彼（師アサンガ）から〔『注釈』を〕聴聞した

のち，その「注解』（bha~ya）を著した。
彼らは両者（師アサンガと師ヴァスパンドゥ）ともに卓越した慧（pr母国prakar与a）を備えて
いる5。それゆえ，錯誤なきものに通達し，〔それを〕保持し，〔それを〕説示することができ

る。それゆえ，これ（「注釈」）において，錯誤なき「経』の意味が示されている。したがって

「注解』（bha~ya）に対して敬意が起こる。

のなりとは，同じその分位に約せるものは，多時（prakar~a）と相応せるによっては遠続に約せるもの（prakar~ika）で
ある」） ; BCAP IX 228, 27: sa ca prajfiaprakar~agamanat sa111padyat巴I;HBT: tato mahakarui:iayagat samicinam upadifati 
prajfiaprakar~ayogac ca bhutarp samadha(sasiidha)nam iti prakasitam /. 
19lma nor bar rtogs pa, *aviparitapratipatti. Cf. NM: ekatrapratipattiちitaratraviparitapratipattiり／
ma nor bar ston pa，本aviparitopadefa.Cf. NVTT: yathiidf~~asyeti matsaritaya viparitopadeso nivaritaり／
’dir mdo’i don ma nor bar bstan to, *iha sutrartho’viparita upadi~＼a. Cf. NBh: . aviparit句fianarthamihopadefal:i ... 
ここでは，二つの aviparitaの解釈が問題となる。まず， aviparitapratipattiを検討してみよう。 avi pa汀tapratipattiには，
(I) Karmadharaya複合語，あるいは（2)G印刷V巴Tatpuru号a複合語という二種の解釈の可能性が想定される。それぞれの
解釈によって二番目の aviparnaの還元は異なることになる。
(I）の場合，「錯誤のない通達J，すなわち「錯誤なく通達する」と解される。この場合，後半は，‘siitrartho'viparitam 
upadi号＼a’(Ya: siitrartho’bhrantam upadi号＼a）と還元される。川iparitam＇は副詞となる。全体としては， 「〔両者は，〕
誤りなく，〔『経』に〕通達し，〔F経』の意味を〕保持し，〔人々に〕説示することができる。それゆえ，これ（『注釈』）
において，『経』の意味が誤りなく示されている」と解される。チベット語訳はいずれも‘manor bar' （「誤りなく」）
というように副詞とみなし，この読みを支持していることは疑いない。 Cf.PrP 3, 1 2: .. acaryaryanagarjunasya 
viditaviparitaprajfiaparamitanit巴hkarui:iaya paravabodhartharp sastraprai:iayanarp . . （丹治［1988:2, 8 10］「…般若波羅蜜
の誤りない説明方法に通暁している尊いナーガールジュナ師が，悲によって他者を覚らせるために，〔この〕『〔中〕論』
を著された，…」）
一方，（2）の場合，「錯誤なきもの（＝真実）の通達」，すなわち「錯誤なきものに通達する」と解釈される。この場合，後
半は，‘siitrartho’viparTtaupadi~＼a’（Bh/T: abhrantarp siitrartham upadifata）と還元されよう。＇＇ viparTtaり’は‘siitrarthah’
と同格で、ある。全体の意味は， 「〔両者は，〕錯誤なき〔真実〕に通達し，錯誤なき〔真実〕を保持し，錯誤なき〔真
実〕を説示することができる。それゆえ，これ（「注釈』）において，錯誤なき『経』の意味が示されている」となろ
う。ここでは，（2）の解釈と還元サンスクリットとを提案しておく。

(IZlp: gzung ba; D：・ bzungba. 

(l}lp: ma nor bar; D: ma nor ba. 

5Cf. AKBh I 2, 3：・ pr勾白amalasanucarabhidharmal:i （棲部［1969:137, 3]: r無垢の慧とおよび〔それに〕伴う〔法〕と
がアビダルマで、ある。（一・二a）」） , AKBh I 2, 6: tatpraptaye yapi ca yac ca sastram I （捜部［1969:137, 7］：「また，それ
を得るための〔慧〕なるものも，論書なるものも〔アビダルマ〕である。（一・二b）」）

-114-
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0.1.2.2 

0.1.2.2.1 

MVT[Ya2, 12-13; Bh/T4，ト2;Pa4, 4; Msl, 5][8l 

[Bh/T4] itthm?l ye pudgalapramal}akas te号arpsiitravrttyor gauravotpattiり／

MVT[D190al-2; P20a8-20bl] 

de ltar gang <lag gang zag [P20b] tshad mar byed pa de <lag ni I mdo dang ’grel pa la gus pa 

skye’o II 

0.1.2.2読者

0.1.2.2.1人を権威とする読者

このようにして，人を権威とする（pudgalaprama1.rnka）彼ら（読者）には「経」と『注釈Jに

対して敬意が起こる。

0.1.2.2.2 

MV'f[Ya2, 13-15; BhlT4, 3-6; Pa4, 4-6; Ms-][9l 

ye’pi dharmapratisiiril}as20l te sittr，αbhii~yayof:i svartham21l avagacchanti I ni§caya utpanne saty22l 

181Ya: evw.n ye pudgal01J1 pramiilJfkurvanti tesarp siitravrttigauravotpattih I 

Pa: .. (Ya) ... siitravrttyo gauravotpattiり／
Bh!f: eνGf!1 ca ye pudgaliib priimii1Jikas t巴sarpsiitrabha~yayor gauravotpatti~ I 
Stch: eνGf!1 ca ye pudgalapriimii1:1lkas ... (Bh!f) . . I 

Ms!, 5: ](k)as te~arp sUtra［＋十＋＋＋]gauravotpatti~ /[ 

｜リ1Ya:ye ca dharmiinusiiri1Jas te~iif!1 sutravrttyof:i subhiirthe 'vabodhaf:i, jiite ca niscaye iyaf!1 pra1Jetur vaktus ca pratftyii 
prabhavanii na tu tarkiigamamiitre1:1a prabhavaneti pra1Jetrvaktrgauravotpatti(1 I 

Pa：ー・ (Ya) . Sitbhiirthii . (Ya) . . I 

Bh汀： ye’pidharmiinusiiril:zas te sUtrabhii~yayof:i sadartham avagacchanti I jiite ca niscaye te~iif!1 pra1Jefur vaktus 
ciivabodhiit pravicayo bhavati I tarkikiilJCilJl ciigamamiitre1Ja pravicayo niipacfyata iti pra1Jefariνaktari ca gauravo伊attif:iグ

Ob: ye’pi dharmapratisiiri1Jas .ー・（Bh/T)... nifcayas ced utpadyate (or cej jiiyate) sa pra1Jetrvaktravabodhaprabhiivito 
bhavati Ina keνσlam iigamamiitra prabhiivitas tiirikaram I. . (Bh!f) ... I 
Stch: ye’pi dharmapratisariras ... (Bh/T) . . niscayas ced u伊adyatesa praretrvaktravabodhad api prabhavito bhavati, 
na kevalam iigσmamiitrera tiirkikaif:i prabhiivito bhavatfti ... (Bh/T) . . I 

Ms: 

211lchos la口onpar bya, *dharmpratisarin (Ob, Stch）.ここでは，直前のpudgalapramii1:1aka（人を権威とする者）との対比

されていることにより，〈依法不依人〉ということが意図されている。 chosla rton paの還党として， dharmiinusiirin(Ya, 
Bh/T) (Cf. MVyut §46: 1022(14) dharmanusarin, chos kyiり巴sSU’brang ba，随法）より， dharmapratisiirin(Ob, Stch）が
ふさわしいのでこれを採用する。 Cf.MVyut §74: 1546(l)artha pratisarar,iena bhavitavyarp na vyafijana pratisara出na,don

la rton par bya’i tshig’bru la rton par mi bya，依義不依語.1547(2)jfianapratisarar,iena bhavitavyarp na ViJ而 na-pratisaranena, 
ye shes la rton par bya’i rnam shes la ston par mi bya，依智不依識.l 548(3)nltartha-siitra-pratisara肝nabhavitavyyarp na 
neyartha-siitrapratisarar,iena, nges pa'i don gyi mdo sde la rton par bya’i drang ba’l don gyi mdo sd巴la口onpar mi bya，依了義
経不依未了義経 1549(4)dharma-pratisaranenabhavitavyarp na pudgala-pratisaranena, chos la rton par bya’i gnag zag la rton 

par mi bya，依法不依人 Cf.維摩経巻下法供養品「義に依りて語に依らざれ，智に依りて識に依らざれ，了義経に依り

て未了義経に依らざれ，法に依りて人に依らざれ」；大般浬繋経第六「当に四法に依るべし，何等をか四となす，法に

依りて人に依らざれ，義に依りて語に依らざれ，智に依りて識に依らざれ，了義経に依りて未了義経に依らさやれ」

211don bzang po，九vartha.Cf. LV I 2, 14 15：・ saddharmarpdefayati sma adau kalyai:iam madhye kalyar,iarp paryavasane 

kalyar,iarp svartharp suvyafijanam kcvalam paripurr.iarp parifoddharp paryavadatam brahmacaryarp sarpprakafayati sma ／，人D4b:

de thog mar dg巴baI bar du dge ba I tha mar dge ba I don bzang po I tshig’bru bzang po I ma’dres pa I yongs su rdzogs pa I 

yongs su dag pa I yongs su dkar ba’i chos ston teハshangspa’i spyod pa yang dag par ston to II （外園［1993:702, 20-22): 
「初め苦く，中間も苦く，終わりも善く，意義妙にして語巧妙なる，正j去を説きたまえり。純粋，円満，清浄にして，

純白なる先行を開示したまえり」）

221nges pa skyes na, *niscaya utpanne satiについて。 LocativeAbsoluteであることを明示するために satiを挿入して還

「

D
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ayam prm;,etrvaktravabodhenapi prabhavito 23) nαkevalam agamatarkabhyam eveti prm;,etrvaktrgau-

mνo伊atti~I 

MVT[Dl90a2-3; P20bl-2] 

gang yang chos la rton pa de dag ni mdo dang ’grel pa’i don bzang po khong du chud de 

nges pa skyes na’di mdzad pa dang ’chad pa yang rtogs pas rab tu phye ba yin gyi04l I rtog 

ge dang lung tsam gyis rab tu phye bar ni ma05l zad do zhes mdzad ba dang ／’chad pa Ja06l 

gus pa skye’o II 

0.1.2.2.2教法に依拠する読者

一方，〔人ではなく〕教法に依拠する（dharmapratisarin）彼ら（読者）は，『経」と r注釈』の

優れた意味（svartha）を理解する。しかしながら，〔彼らに〕決定（niscaya）が生じたとき，そ
れ（決定）は，ただ単に教説（agama）と理論（tarka）に基づいてのみ〔生み出された〕のでは

なく，説かれた方と語られた方の理解に基づいてもまた生み出されたもの（prabhavita）なので

ある，というように〔教法に依拠する読者にも〕説かれた方と語られた方に対して敬意が起こ

るのである。

0.1.3 

0.1.3.l 

MVT[Ya2, 16-17; Bh/T4, 7; Pa4, 7；恥1s1, 6][101 

idam idanI1?1 vaktavya1?1 kfdrgruparμ錨stral!lki'?l ceti I 

MVT[Dl 90a3-4; P20b2-3] 

da ni bstan bcos kyi rang bzhin ci ’dra ba dang I ci’i phyir bstan bcos zhes bya ba’di bshad 

par bya’o II 

0.1.3各語義解釈

0.1.3.1 ‘sastrasya’ 

【問｝次に，以下のことが語られるべきである。論書とはどのようなものなのか。また，なぜ，

「論書」（臼stra）と呼ばれるのか。

I IOtya, Stch: idam idanIJ?1 vaktavyaJ?1 kldrsm.n sastrarupaJTl，鈎straJTlki1.n ceti 
Pa: ... (Ya) . . I sastram ki1.n cet 
Bh!f: idam idanIJ?1 sastrasya kiJ?1 svarupa111 I kim ity ucyate I 
Ms!, 6: ]dam idanI[ ++++++]rupaJTl sas!raJTl ki[ 

党する。

23l*ayam prai:ietrvaktravabodh巴napiprabhavito. rtogs pa, *avabodha (Bh/T, 0, Stch). rab tu phye ba, *prabhavita (0, Stch). 

Cf. MVBh II 33, 14-16: bodhyailg句udr~~ido切り te~a'Tl dar§anamargaprabhavitatvat/ marg砧ge~u dau~！hulyado号功 I te号aJTl
bhavanamargaprabhavitatvat /; !ta ba’i nyes pa ni byang chub kyi yan lag rnams la sgrib st巴Ide dag mthong ba’i lam gyis rab 
tu phye ba’i phyir ro II gnas ngan len gyi nyes pa ni lam gyi yan lag rnams la sgrib ste I de dag bsgom pa'i lam gyis rab tu phy巴
ba'i phyir ro II Lokeshによればprabhavana(Ya,Pa）のチベット語訳でrabtu phye baはあるが， MYでは用例がない。ま
た， pravicaya(BhlT）は，チベット語訳がrabtu rnam par 'by巴dpaであるから適さない。

(I4lo; P: g1. 
(I月lp;Dom. 
CI6lD; P om. 

n
h
u
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0.1.3.1.1 

MVT[Ya2, 17-20; Bh!f4, 8 11; Pa4, 7-10; Ms I, 7][111 

niimapadavyaii,janakayapratibhasa24> vij如＇.pfαya~siistram I atha va lokottarajiiiinaprapaka§abda-
vise~apratibhasa25> vij如！ptaya~siistram I 

kathaf(l v例。1ptaya~prm:zlyanta ucyante vii I 

p rm:ze trvaktrv ijiiap t伊rabhαvatvacfrava!'lavij白apfinam26lnatra do~a~27> I 

MVT[Dl 90a4-5; P20b3-4] 

ming dang tshig dang yi ge’i tshogs su snang ba’i rnam par rig pa rnams ni bstan bcos so// 

yang na ’jig rten las 'das pa’i yer shes thob par byed pa’i sgra’i khyad par du snang ba’i 

rnam par rig pa roams bstan bcos so// 

rnam par rig pa rnams ji ltar mdzad cing brjod ce na I 

mdzad pa dang ’chad pa’i rnam par rig pa las nyan pa’i rnam par rig pa rnams skye bas 

’di la nyes pa med do 11 

0.1.3.1.1 ＜錨stra）定義
【答論】語（naman，名）の集まり（k孟ya，身）と文章（pada，句）の集まりと音素（vyafijana，文）の

集まりとして顕現する識が「論書」である。あるいはむしろ，超世間的な知識（lokottarajfiana,

出世間智）を獲得せしめる特定の言葉として顕現する識が「論書」である。

【反論】どうして，識（vijfiapti）が説示されたり，語られたりし得ょうか。

【答論｝説かれた方（聖マイトレーヤ）と語られた方（師アサンガ）の識から諸々の聞くとい

う識（srav叫av刷apti）が生じるから，ここに過失はない。

1111Ya, Pa: namapadavyaベjanakayaprabhtisavi）高aptayaJ:tsastram I atha VG lokottarajiianaprapakasabdavise~aprabhasa 
vijiiaptayaJ:t sastram I k。thm.nvijfiaptayaJ:i pra9!yanta ucyante va I prar:ietrvaktrvijfiaptiprabhavatvat natra do~aJ:t I 
Bhff: nanwpadak~arasamuhaνabhtisikii vi）舟aptayaJ:tStistram I atha vii lokottaraj元iinapriipakasabdavise~iivabhiisika
(Ya) ... I pra9etrvaktrrrabhavatvat prajfiaptlnarp natra do~aJ:t I 

Stch: . . (Ya) . . prm:zetrvaktrvijiiaptiprabhavavac chrava7.1avijiiaptfntim niitra do~·aJ:t I 
Msl,7:]j白aptlnarpna[ ++++++ l 

24lming dang tshig dang yi F’i tshogs, *namapadavyafijanakaya (Ya, Pa, Stch）.名身（namakaya）・句身（padakaya）・文身
(v刊行tjanakaya）は，いずれも心不相応行（ci tta-vi pra yukta-sarpskara）に包摂される。説一切有部の言語論については上
杉［1979］参照。 Cf.AKBh II 62, 11-14: viprayuktas tu sarpskaraり，praptyaprap江sabhagata/asarp伊ikarpsamapattl, jlvitarp 

lak~ai:iani ca //35// namakayadayas ceti (36a) ime sarpskara na cittena sarpprayukta na ca riipasvabhava iti cittaviprayukta 

ucyante I （捜部［1969:301, 9-10］：「〔心〕不相応行は得と非得と同分と無想と〔二〕定と命と諸相と名身などとである。
（二・三五，三六a）これらの諸行は心と相応せず，また色を自性としないから心不相応といわれる），AKBhII80,11-15: 
namakayadayaりkatam巴InamakayadayaJ:i sarpjfiavakyak~arasamuktayaJ:i I (47ab) adigraha9ena padavyafijanakayagraha9am I 
tatra sarpjfiakarar:iarp nama I tadyatha r日parpfabda ity巴vamadiりIvakyarp padarp yavatarthaparisamaptis, tadyatha anitya bata 
sarpskara ity evamadi, yena kliy尋問akalasarpbandhavise詞gamyant巴Ivya吋anamak~ararp, tadyatha a a ityevamadi I （棲部
[1969: 346,6-11］：「〔先の本偲（二・三六 a）にいう〕「名身など」とは何か。名身などとは名辞と章句と音節との集ま

りである。（二・四七ab）などの語によって句〔身〕と文身とが含まれる。その中で，名とは名辞である。例えば「色」
「声」などという如きである。句とは章句である。〔少なくともそれは一つの〕意味を完全に現し得るだけのもの〔でな

くてはならなしミ〕。例えば「諸行は実に無常である」という如きである。それによって動作や性質や時称（テンス）に
ついての〔それぞれ〕特殊な関係が了解される。文とは音節である。例えばa,aなどの如きである」）
snang ba, *pratibhasa, *abhasa. Cf. Vi Kl 7a-b’2, 9：・ uktarpyatha tadabhasa vijfiaptiJ:i; D3b5: dper na der snang rnam rig 
bzhin I bshad zin （「それ（対象）としての顕現をもっ識がどのように〔生起する〕かについては既に述べた」） , ViV 5, 
27: rupapratibhasa vij白aptir... ; D6a5: gzugs su snang ba’i rnam par rig pa .. （「色かたちなどとして顕現する識は…」）
2月）’jig口enlas 'das pa’i ycr shes thob par byed pa’i, *lokottarajfianaprapaka0 , *lokottar句fianaprapaりao. 

26lnyan pa’l mam par rig pa，吋ravanavijfiapti(Stch). Cf. ViT[D l 92a4]: d巴bzhindu dam pa dang dam pa ma yin pa’i chos 
smra bar 'dod pa’i dbang gis nyan pa rnams kyi dam pa dang I dam pa ma yin pa'i chos kyi rnam pa’l mam par rig pa’byung 
gi I phyi rol na sgra ni med de I （「同様に，。）正しい教えや（4）不正な教えを語りたいという欲求の影響力によって，〔正

しい教えや不正な教えを〕聴聞する人々に，正しい教えや不正な教えの形象をもっ識（表象）が生じるのであって，外
界に語が存在するのではない」）
27）当該筒所り白aptlnarμ na）を， Ya,PaはMs確認、不可とするが，確認可。

円
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0.1.3.1.2 

0.1.3.1.2.1 

MVT[Ya2, 20-3, 2; Bh/T4, 11-13; Pa4, 10-12；恥1s1, 7]l121 

si~ya品sanac chastram 28) I §i~ya必sanaf!lhi filasamiidhiprajiiiivise~ot1フiidaniit29) kiiyaviilimaniif!1sy30> 

[Ya3] asamyakkarm01:w31l nivartayati samyakkarm01:ii32) pravartayati cα／ 

恥1VT[Dl90a5-6;P20b4-5] 

slob ma’chos pa’i phyir bstan bcos te / 17) slob ma’chos pa08) ni tshul’khrims dang I ting 

de ’dzin dang I shes rab kyi khyad par bskyed pa’i phyir I lus dang ngag dang yid tshogs par 

mi ’byung ba’i las las bzlog pa dang I tshogs par’byung ba’i las la ’jug pa’o II 

[IZIYa: si~yasiisaniic chiistram, si~ya§iisanGfJ1 hi fi[asamiidhiprajniivife~otpiiditatviit kiiyaviinmanaSiifJ1 SGfJ1bhiiriinutpatti-
kanna!w nivartate safJ1bhiirotpattikarmm:zi ca pravartate I 
Pa: si~yadhiirmiko hi filasamiidhipra；厄iivi§e~otpiidiitkiiyaviilimanas SaT!lbhiiriin .. (Ya) ... I 

Na: si~yasya sasanac chastra1ηI .. (Ya) ... I 

Bh!f: §aik~adhanniii:zii1!l Silasσmiidhipraj元iinii1!l vi§e~ei:zotpiidaniit kiiyaviilimanasiim asamyakkarmai:zo nivartanafJ1 

samyakkarmai:zi ca pravart.σnm!l I 
Stch: §aik~adharmiiniim ... (Ya) ... I 

Msl, 7: [++++++]yasasanac cha[ 

28）当該箇所（yasasanaccha）を， Ya,Pa, Bh/Tともに Ms確認不可とするが，長尾［1978:18, (p. 2. 2-21）］に指摘され

ているとおり，確認可。
29ltshul’khrims dang ting de’dzin dang shes rab kyi khyad pa, ＊釘lasamadhiprajfiavise~a (Ya, Pa). Cf. SS 339 340: rasmi 
vise号avatlyada muficI taya prabhasaya codita satv功IsTiavise~a samadhivise~aip pr司自avise~a sn1onti jinanaip // sTiata agra 

samadhita agro pr句fiataagra mahamuniraja I ya stuta van:iita bodhinidanaip tena vise~avafi prabha labdha // ratnaviyiiha ya 
osari rasmi ta ya prabhasaya codita satva~ I (Bendall & Rouse [ 1981：・ 300,11ー16］：‘They巴mitth巴MostExcellent Ray, by 
which brightness people are moved. They hear the巴xc巴llentvirtue, the exc巴11巴ntmeditation, the excellent wisdom of the 
Conquuerors: chief in virtue, chief in m巴ditation,chi巴fin wisdom is thee gr巴atroyal sage, who is praised and lauded as the 

ca us巴ofen light巴nm巴nt;thus th巴MostExcellent brightness is accomplished’）． 

slob ma’chos pa’i phyir bstan bcos te，吋isyasasanacchastram (Ya). Cf. AKBh I 2, 1: si~yasasanac chastram /; D26a: slob 
ma’chos pas na bstan bcos so II （楼部［1969: 136, 13 14］：「弟子を教える（鈎sanめから「論書」（sastra）なのである」）
30llus dang ngag dang yid, *kayavanmanaipsi, *kayavanmanaり
31ltshogs par mi ’byung ba, *asamyakkarman (Bh!f), *asabhya0 , *asatya0 . tshogs par’byung ba, *samyakkarman (Bh!f), 
*sabhya0 , *satya。 ここでは， Bh/Tの＊samyak0，九回myak。を採用するものとする。仏教文献に用例は多く見出され

るが，チベット語訳の多くは yangdag pa’i lasに対応する。 Cf.AKV VI: samyakkarmanta~ ； yang dag pa’I las kyi mtha’ 
以下に挙げた，＊sabhya,*asatyaの用例は， tshogspar mi’byung baではなく， tshogspar mi dbyung baである。 byung
baは，’byinpa （「引き抜く J，「引き出す」）の未来形であり， tshogspar dbyung baは，文字通りには「集会に引き出
される」という意味である。したがって， tshogspar dbyung ba’i lasは「集会に引き合いにされでも恥ずかしくない行
為」， tshogspar’byung ba’i lasは「集会の中にあっても恥ずかしくない行為J とし寸意味になろうか。いずれも，「〔規
範に則った〕正しい行為」を意味する。

tshogs par dbyung ba, *sabhya. Cf. MVyut §245: 7195(925) sabhyaJ:i, tshogs par dbyung ba，出衆，令出従衆.7194(926) 
asabhya~ ， tshogs par mi dbyung ba，不出衆，不令出従衆
tshogs par mi dbyung ba, *asatya. Cf. BoBh 174, 17: asatyavacanani ca na kathayaty api niratyayaiりparama-
visraipbhopagatair vayasyakatりI;I 35b3-4 : skyon mi ’byung zhing mchog tu yid bstan par gyur pa’i grogs po dag la yang 
tshogs par mi dbyung ba’I tshig rjod par mi byed do II 

なお， Ya,Paは， tshogspaの還党として sambharaを提案するが， sambharaに相応するチベット語は tshogsであっ
て， tshogspaではないから，ここでは妥当しないと思われるc Cf. AS 36, 5 6：・ saipbhiitasaipbharastik刊endriy功..;D 
I 07b: gang tshogs bsags pa dbang po rmon po ... 
32）前注参照。

<I7lo; P om. slob. . t巴／

(IXJo: slob ma’chos pa; P: slob ma chos pa. 

。。



スティラマテイ著『中辺分別論釈疏』〈帰敬偶〉のテクスト校訂及び和訳（松岡）

0.1.3.1.2 ＜錨stra)

0.1.3.1ム1 ＜錨stra）第一解釈

弟子に〔戒・定・慧を〕教える手段である（siisana)6から「論書」（Siistra)7 〔と呼ばれる〕。実

に，弟子に〔戒・定・慧を〕教える手段は，勝れた戒（sila）・定（samiidhi）・慧（p吋踊）を生み

出すから，〔規範に則っていなしミ〕正しくない行為から退かせ，〔規範に則っていない〕正しい

行為へ向かわせる。

0.1.3.1.2.2 

MV"f[Ya3, 2-12; Bh/T4, 14-23; Pa4, 12-20; Msl, 8-2al] f13l 

atha va sastralak~at:zopapatteft sastram I yad upadefobhavanaya33) saνasanaklesan34l prりahati35)

r131Ya: atha va sastralak~a1.iasya sasanac chastram I [tac ca銘］stralak羽l)aipyad upadefo bhasamano ［’bhyastaり］
savasanakl巴faprahaりaya[padyate]nirantaradirghavividhatfvraduf:lkhablzltayas ca durgater bhaviic ca sarritriiyate I tasmat 

kle§aripufasaniid bhavadurgatiSGY(ltiirac ca sastralak~al)arµ I巴tacca dvayam api sarvasmin mahayane sarvasmirμs ca 

tadvyakhyan巴vidyatenanyatreti I ata etac chastram I aha ca I yac chasti ca klefaripun as匂ansarμtrayate durgatito bhavac 

ca I tac chasanact [tral)a]gul)ac ca sastrarμ etad dvaym?J canyamate~u nasti II 

Pa: . (Ya) ... bhasamanasarva kle§aprahal)aya nirantaradirghavividhatfvraduf:lkhabhliり1af... (Ya) ... II 

Na: . . (Ya) . tac ca fastralak~al}aY(l . . (Ya) ... II 

Bhtr: atha va fastralak~a1:1asya sasanac chastram I [tac ca] sastralak~al)arµ yad upadesena savasanasarvaklefaprahai:iaya 

nirantaradlrghavividhatfvraduf:lkhabh!tana1!1 durgatibhyo bhavac ca rak~al}aY(l I tasmiit klefafatrupraha1:1ad drugatanaY(l 

bhavad rak~a!1ac ca sastralak~al)arµ I etac ca dvayam api sarvasmin mahayane sarvasmirμs ca tadvyakhyan巴vidyatenanyatra I 

ta ta巴tacchastrarμ I. . (Ya) . . II iti I 

Ob: . . (BhlT) ... durgatibhyo bhaνac chastra1:1aY(l I. . (Bh/T) .. I 

Stch: atha va fastralak~a1:1ayogac chastram I tac ca fastrala~a1:1arri yad upadefabhyasena savasanasarvaklefapraha1:1aya 

nirantaradlrghavividhatlvraduf:lkhabhayanakadurgatibhyo bhavac ca tra1:1am I ... (Bh/T) ... I 

Msl, 8: ] faprahal)ay[++++] nirantaradirghavi[, Ms2al: I stralak判明rμ I etac ca dvayam api sarvasmin mahayan巴
sarvasmirμs ca tadvyakhyane vidyat巴nanyatr巴tyata etac chastrarμ I yac chasti ca klefaripiln ase~an sarμtrayate durgatito bhavac 
ca I tac chasana[ 

.HlJung mnos pa goms par byas pa, *upade§abhavana. goms par byas paの還党として想定される abhyasa(Stch）や
bhavanaのうち，次のような用例のある bhavanaを採用する。 Cf.IPV 3.1.1：・ tadetadaviyuk ta J国 nakriyarilparμkriyadvarer:ia 
sakalatatvarasigatasr~＼isarµharafatapratibimbasahi~r:iu yat tad upadefabhavanadi与utathabhasamanam anabhasam api vastutaり
sivatattvam ity uktarμ bhavati Ill/I, 

Ts: sivatattve santafita tasyopadefabhavanarcadau kalyamanatvat II 10.9. 

J.J)bag chags dang bcas pa'i nyon mongs pa, *savasanaklefa. spongs bar ’gyur ba, *prajahanti. 

AKBh VII 414, 9: yada sravakasyapi §usril~amal)afofril~amal)obhaye~v anandT na bhavaty aghaato va I kasmad ete aver:iika 

buddhadharma ucyante I savasanaprahal)at I; D57a: gang gi tsh巴nyanthos dag kyang gus par nyan pa dang I gus par mi nyan 

pa dang I gnyig la kun du dga’ba’am I kun nas mnar sems mi ’byung ba na I ci’i phyir I’di dag sangs rgyas kyi chos ma’dres 
pa rnams zhcs bya zh巴naI bag chags dang bcas bar spangs pa’l phyir ro II （機部・小谷・本庄［2004:132, 4-7）：「〔教えを説
くのに対して，その教えを〕よろこんで聞こうとする者とよろこんで聞こうとしない者とその両方である者たちとに対
して，声聞でも喜びゃ憤りをもたずに〔正念・正知を持して〕いることはあるのに，何故にこれら〔三念住〕は不共不
仏法と呼ばれるのか。〔声聞と異なって仏は，喜びゃ憤りだけでなくその〕習気をも併せて断じているからである」），

AKV VII 647, 26-29: savasanaprah瓦r:iaditi I savasananam anamdyadTnam prahanat I ka punar iyarμ vasanii nama 
sravakal)iim I yo hi yatklesacarita~ pilrvarμ I tasya tatkftaり kayavagac巴号＼avikarah巴tusiimarthavise~as citt巴vasan巴tyucyate I 

avyakf(as cittavise~o vasaneti bhadanta anantavarma I （捜部・小谷・本圧［2004:134, 5-9）：「習気を併せて断じているから
である。〔仏は〕喜び（anandT）等を，習気もろとも断じているからである。ではこの「習気」と呼ばれるものは何か。

〔ある〕声聞たちに前世の，ある煩悩をおこす習慣（行）があるとき，そ〔の声聞〕にとっての，それ（煩悩を起こす習
慣）によってつくられた，心・語の動揺をもたらす原因の特殊な能力が心にあれば，〔それが〕「習気」と呼ばれる。大
徳アナンタヴァルマンは「習気とは，無記の，特殊な心である，と」主張する」），

MSABh XII 77, 14--15: tatra buddhii句agaropamastesarμ svasanter asyaputarμ dharmakayam I vi§uddhivipulam savasana-
klefajfi巴yiivaral)avi§uddhita~ I sadharar:iam sarvabuddhaih ak~ayamatyantikatvat I 

15)prajahati. 5 aksara以上と思われる。 Cf.MVT 3, 9-10: yac chiisti ca klefaripiln asesan sarμtrayat巴durgatitobhavac ca I 

6sas + LyuT. A. 3.3.117: karanadhikarai:iayos ca. 

7sas + SpaN. A. 3.2.182: damnTsasyuyujastutudasisicamihapatadafanaha~ kararye. 
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nirantaradirghavi vidhatfvraduf:ikhabhlmabhyam36l durgatibhavabhyam saf!1trayate, 37l cα tac chastra-

lak~w:iam I tasmat kle§aripusasanena durgatibhavatrai:iena ca [Ms2a] sastralak~a9am I etac ca dvayam 

api sarvasmin mahayane sarvasmirps ca tadvyakhyane vidyate nanyatreti I 

ata etac chastram I aha ca I 

yac chasti ca klefaripiin ase~an sarptrayate durgatito bhavac ca I 

tac chasanat trai:iagui:iac ca血strametad dvayaf!l canyamate~u nastiグ38)

iti I 

民1VT[Dl90a6-190bl;P20b6-8] 

yang na bstan bcos kyi mtshan nyid du ’thad pa’i phyir bstan bcos te I lung mnos pa goms 

par byas pas bag chags dang bcas pa’i nyon mongs pa spongs bar ’gyur ba dang I bar chad 

med pa yun ring ba'i sdug bsngal drag po sna tshogs kyis下gspa’i ngan song mams dang I 

srid pa las skyob pa gang yin pa de ni bstan bcos kyi mtshan nyid do II de’i phyir nyon 

mongs pa’i dgra’chos pa dang ngan’gro dang srid [D l 90b] pa las skyob pas 0 9l bstan bcos 

kyi mtshan nyid de I de gnyis kyang theg pa chen po thams cad dang I de bshad pa thams 

cad la yod kyi gzhan la med do 1JC20l 

de’i phyir’di ni bstan bcos so II de la smras pa I 

nyon mongs dgra mams ma lus’chos pa dang I 

ngan’gro srid [P2 la] las skyob pa gang yin pa I 

chos skyobs yon tan phyir na bstan bcos te I 

gnyis po 'di dag gzhan gyi lugs la med 1/21) 

36lbar chad med pa yun ring ba, *nirantaradlrghakala. BCAP IX, PVV lこ用17iliJまある。
BCAP IX 168, 12 15: tatha datrdeyapratigrahakaditritayanupalambhayogena praj白apari§odhitaりsadaranirantara-
d!rghakalam abhyasyamanaりprakar与aparyantamupagacchantaりavidyapravartitasakalavikalpajalamalarahitaipkl凶匂fieya-
vara9avinirmuktam ubhayanairatmyadhigamasvabhavaip sarvasvaparahitasaippadadharabhiitaip paramarthatattvatmakaip 
tathagatadharmakayam abhinirvartayantlti pr匂fiapradhanadanadayo gu9a ucyant巴／人
PVV 204, 3 6: yato bhavanaya bhavyaspa号~atay孟JTI adhipatyaip I yasmad bhiitam aryasatyadi abhutam asubhadi yad yad 
evatyantaip bhavyate tad bhavyamanaip bhavanaya与 sadaranirantaradlrghakalapravarttitay功 parini~pattau sphu~a kalpadhI~ sa 
phalaip yasya tat tatha I (285) 

37lsdug bsngal ... kyis ’jigs pa，叶u~khabhima.
dug bsngal…kyis’jigs paの還究として duりkhabhimaが想定される。「苦をもたらすゆえに恐ろしい」（山口［1935:3, 
7］：「苦に由りて怖畏せられたる」，Friedmann[l937:l]: ‘whici is mad巴horribl巴by... pains' ）という意味に解するこ
とができる。 DA510, 32: yair langhitastlvravi~apraca9拘 asaprapatabahuduりkhabhlm功//127//
ちなみに， duDkhabhaya,duりkhabhitaについても用例は見られるが，文脈にそぐわないので採用しないものとす

る。 duDkhabhayaについて。 AKVIV 397, 12 14: pafJlcabhayani I ajivikabhayam aslokabhayaf!1 pari号accharadyabhayaf!1
mara9abhayaf)1 durgatibhayaip ca I tatr必lokabhayamakirtibhayaip I par8accharadyabhayaip sabhayaip saipkucityaf!1 I （舟橋
[1987: 288, 5-8］：「五つの恐怖を超えているからであるという中で，五つの恐怖は〔生活できないことを恐れる〕不活

畏（ajlvikabhaya）と，悪名畏（asloka－）と，怯衆畏（pari~ac-charadyaー）と，死畏（mara9a－）と，及び悪趣畏（durgatiー）とで
ある。その中で悪名畏は不名誉の畏れであり，怯衆畏は集会において委縮することである」）

du9khabhitaについて。 MSAXIX 173, 3-4: du与khapahoduりkhakarona caiva duりkhadhivasona ca duりkhabhitaり／duりkha-
dvimukto na ca du引くhakalpoduりkhabhyupeta9khalu bodhisatva9 /, 
BCA II 36, I 0ー11:tatsarvaip de8ayamye~a nathanamagrata9 sthita9 krta町alirduりkhabhitaりpra9ipatyapunaりpuna9II 
.18）ヴァスパンドゥの著作『釈軌論』の引用。 PrPI 3, 3-4にも引用されている。山口［1959: 503, 6］参照。但し， PrPI 
のチベット語訳には対応箇所がない。

(Iリlo;P: skyobs pas. 
(20lp; do II; D: d巴．

(11)yy V 123al 2: nyon mongs dgra rnams ma !us’chos pa dang I ngan’gro srid las skyob pa gang yin t巴／’chosskyob yon 
tan phyir na bstan bcos t巴Ignyis po 'di dag gzhan gyi lugs la med I 

ハUq白
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0.1.3.1ム2 ＜品stra）第二解釈

あるいはまた，論書の特徴が妥当するから，「論書」（品stra）である。教示内容の修習（upadesa-
bhavana）によって， (1）煩悩を潜在印象もろとも（savasanakle臼）除去すること，及び（2）間断
なき長期にわたって起こる様々な激しい苦をもたらすゆえに恐ろしい，〔三〕悪趣（durgati）や
〔［輪廻的〕生存（bhava）から守ることが，〈論書の特徴〉である。それゆえ，（1）煩悩という敵の
抑制（klefaripusasana）と，（2）悪趣と生存からの〔衆生の〕救済（durgatibhavatra9a）によって，
論書が特徴づけられる。これら二つ〔の特徴は〕いずれも，全ての大乗（＝経）と全てのそれ
らの解説（＝論書）にはあるけれども，〔それら〕以外にはない。

したがって，本書は「諭書」である。そのことについて〔師ヴァスパンドウが『釈軌論』に
おいて次のように〕述べる

「煩悩という敵を残らず抑制し，悪趣と生存から〔衆生を〕救済するものは，抑制
と救済を美質とするから，「論書」である。これら二つ〔の美質〕は〔大乗〕以外
の教義にはない」

0.1.3.2 

MVT[Ya3, 13-15; Bh/T4, 24-5, I; Pa4, 21-22; Ms2a2]l14l 

asyeti I triyanadviirel}a saptavastusa泊grahasyaklefajfieyavara9apraha9aprapakasya madhyantavibha-

gakarikasastrasya hrdi sthitatvad [Bh/T5] asyeti pratyak~opadefal) I 

MVT[Dl90bl-3; P2lal-2] 

’di ni zhes bya ba ni I theg pa gsum gyi sgo nas dngos po bdun du bsdus pa I nyon mongs 
pa dang shes bya’i sgrib pa spong ba thob pa dang I bstan bcos dbus dang mtha’mam par 

’byed pa’i tshig le’ur byas<22J pa’di ni sems la gnas pa’i phyir dang ’di zhes mngon sum du 
bstan to II 

0.1.3.2 ‘as ya’ 

「この」（asya）に関して。三乗によって「七つの主題を包括し，煩悩という障害と所知に対
する障害の断滅をもたらす『中辺分別論頒』（Madhyantavibhagakarika）とし寸論書が〔師ヴア
スパンドゥの〕心にあるから，「この」というように，眼前にあるものとして指示されている

( praty ak~opadefa）。

0.1.3.3 

MVT[Ya3, I 6 20; Bh汀5,I 4; Pa4, 23-5, 2; Ms2a2-3]l15l 

prar,ietaram iti I kartaram I yady apy ayarp dhatuりprapaりarthastathapi prasabdayogat vise~iirthako 

dra~.tavya!:z I tatha ca [Pa5] 

I l~I Ya, Pa: asyeti triyiinadviire1:1a saptavastusal?Jgrahasya klefaj白eyavaranaprahai:iaprapakasya madhyantavibhaga-
karikasastrasya hfdi sthitatvad asyeti pratyal。opadesa~I 

Bh汀，Stch:triyiinamukhena . (Ya) . . I 
Ms2a2: I grahasya klesajfieyavarai:iaprahai:iaprapakasya madhyantavibhagakarikasastrasya hrdi sthitatvad asyeti 

pratyak~opadefaり／

II月1Ya:prai:ietaram iti, kartaram I yady apy ayarp dhatuりprapai:iarthastathapi prafabdasarpyogat vise~arthako dras¥avyaり／
uktam hi upasargei:ia dhatvartho balad anyatra nlyate I gangasalilamadhuryarp sagareりayathambhasa II 
Pa: ... (Ya) ... anyah pratlyatc I . (Ya) ... II 
Bhff: ... (Ya) ... prafabdasarpyoge karai:i巴 dras\avya~ I . ー（Ya)... anya~ pra訂yat巴／ー・・（Ya) .. II 
Stch: . (Bh汀） ••• pra§，σhdaSGIJIV)'iihr・ta~ karane ... (Bhff) ... I 
Ms2a2: prai:ictaram iti kartararp I yad apy ayam dhatu~ prapai:iarthas[, Ms2a3：・ II gangasalilamadhuryarp sagar巴na
yathambhasa I 

<22>0; P om. pa’i tshig le’ur byas. 

n
L
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up asαrge!Jαdhiitvartho baliid anya~ pratfyate I 

gangasalilamadhuryaqi sagare1:rn yathambhasa J/39) 

お1VT[Dl90b3-4;P2la2-4] 

rah mdzad la zhes bya ba ni byed pa po’o II skad kyi dbyings’di thob par byed pa yin mod 

kyil’on kyang rab kyi sgra dang sgrogs na byed par lta ste I 

skad dbyings don kyi stobs ldan yang I 

nye bar bsgyur bas zil non’gyurl 

gang ga’i chu ni mngar mod kyi I 

rgya mtsho’i chu ni ji bzhin no 1;<23l 

0.1.3.3 ‘pral}etaram’ 

「説かれた方に」（prar;iet昼間m）とは「作者に」ということである。この動詞語根nlは「到
達させる」を意味するけれども， praーと結びつくことに基づいて特殊な意味をあらわすものと
して理解されるべきである。次のように言われる。

「動詞語根の意味は upasargaによって強制的に他の意味にされる。ガンジスJIIの
水の甘さが海水によって〔強制的に塩辛くされる〕ように」

0.1.3.4 

MVT[(Ya5, 4-5); Bhff5, 5-6; (Pa5, 20-21); Ms2a3][16l 

abhyarhyety40labhyarcya abhitaりpurata年sak号制ivasthitam arhitvarcayitva kayavailmanobhiり141)

(MVT[Dl9lb5-6; P2lb8] 

mngon mchod ces bya ba niりed<24l pa'o II mngon par zhes bya bani mdun nas mngon 

sum dang ’dra bar gnas pa’o II mchod pa ni lus dang ngag dang yid kyisりedpa' 0<25J //)<26l 

!16IBhJT. 

Ms2a3: abhyarhy巴tyabhyarcya abhi土土taり purataり③ sak~adiva sthitam arhitvarcayitva kayavanmanobhil) I 
Ya, Pa：ー（Cf.Ya5, 4-5, Pa5, 20 21: abhyarhyety abhyarcya I abhitah puratah sak~ad iva sthita111 I arhitvarcayitva kaya 
vangamanobhil) /) 

39）出典不明。山口［1935:6, n. 3］に指摘されているように，上述の引用煩と同様， PrPIにも引用される。この偶頒に
はチベット語訳に対応する箇所がある。 PrPI 5, 2-3: upasarg巴i:iadhatvartho baliid anyatra nlyate I gangasalilamadhurya111 
sagarei:ia yathambhasa ／／丹治（98,n. 17; 103-105, n. 30］によれば， PrPにおける両偶頒は，チャンドラキールティによ
るものではなく，いずれも後代の挿入とされる。

~0labhyarhya について， Stcherbatsky [ 1936: 0 I, n. 7］は， ‘abhy-arcya-aty-arcya, cf. 5.5, perhaps abhy-arhya’として
Bh/Tのミススペルを指摘するが， Bh/Tでは‘abhyarhya’と正しく表記されているので無効な注である。
~！）当該箇所は，チベット語訳では， O1.3.7 ‘ca＇の語義解釈と 0.1.3.8 ‘asmadadibhyal)’の語義解釈との聞に挿入さ
れ（MVT[Dl9!b5-6;P2lb8]), YaとPaもそれに基づく（MVT(Ya5,4--5; Pa5, 20-21］）。ここではMs及びそれに基づく
Bh/T の順に従うものとする。当該箇所以降，写本とチベット語訳，各刊本のJI慎はしばしば一致しないが， Bha~ya の帰
敬備の！｜頃に語義解釈がなされる写本と Bh/Tに基本的に準拠するものとする。

<23>prp I D2b3：・ ny巴barbsgyur ba’i dbang gis na II skad byings don ni yongs bsgyur te II gang ga'i chu ni mngar mod kyi II 
rgya mtsho chu yis ji bzhin no II 
（山D;rjes P 
（おlo:rjed pa’o;P:bりespa’0. 
(26）当該箇所は，チベット語訳では， 0.1.3.7 ‘ca’の語義解釈と 01.3.8 ‘asmadadibhyal)’の語義解釈との聞に挿入さ
れる。
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0.1.3.4 ‘abhyarhya’ 

‘abhyarhya’とは，「敬礼して」（abhyarcya）という意味である。‘abhitaJ:i＇，すなわち，〔ある

方の〕「眼前で」ーその方はあたかも姿を現して（sak~at) v）るかのようであるー，‘arhitva’，す
なわち身口意をもって「敬礼して」という意味である。

0.1.3.5 

0.1.3.5.1 

0.1.3.5.1.1 

MVT[Ya3, 2ト4,I; Bh/T5, 6-7; Pa5, 3-4; Ms2a3][17l 

sugatatmajam iti I s向！hugataf:t saviisanakle§iivaral}i:ij jiieyi:ivaral}iiC [Ya4] ci:iprati~fhitaf!l nirvi:il}am 

iti sugatah I 

MVT[Dl90b4-5; P2la4-5] 

bde gshegs nyid skyes zhes bya bani I bag chags dang bcas pa'i nyon mongs pa’i sgrib pa 

dang I shes bya'i sgrib pa las mi gnas pa'i mya ngan las’das par shin tu gshegs pas bde bar 

gshegs pa’o II 

0.1.3.5 ‘sugatatmajam’ 

0.1.3.5.1 <sugata) 

0.1.3.5.1.1 <sugata）第一解釈

‘sugatiitmaja’（「善逝体所生」） 8に関して。〔仏陀は，〕煩悩障とその潜在印象という障害

（煩悩障） (savasanaklesavaraηa)9と所知に対する障害（所知障） Uneyavarai:ia)10とを放棄して，

1171Ya: sugatatmajam iti su~fhu gata~ savasanaklesavaraり可jfieyavarai:iaccaprati~thital]l nirvii~am iti sugataf:i I 
Pa: . . (Ya) . savasanaklesavaraηaj .. (Ya) . . I 

Bhff: . . (Ya) . . savasanaklesavaraりajfieyavarai:iaprati,sfhital]l. . (Ya) ..目／
Stch: . (Ya) . saviisanakle§iiνara~ajneyiiνara!1iid aprati,sfhitam .. (Ya) . . I 

Ms2a3: sugatatm勾amiti I su~＼hu[ 

純atmajaについて， Stch巴rbatskyは次のように指摘する。 Stch巴rbatsky[ 1936: 06, n. 57): ‘atmaja do巴snot m巴an‘‘
son", but ‘‘produc巴d( ja) out of th巴ess巴nc巴（atma)of a Buddha'', i.e. out of tathata, sunyata’ 
リ煩悩障について， TrBhでは次のように説明される。 TrBh15, 8-9: klesa hi mok~aprapter avarai:iam iti atas t巴~uprahli:iqu 

mok~o ’dhigamyatc/ （「なぜなら，諸煩悩〔障〕（klda）は，解脱の達成に関する障害であり，それ（煩悩障）が断滅さた
れたならば，解脱が達成されるからである」）
10所知障について， TrBhでは次のように説明される。 TrBh15, 9ー11:jfieyavarai:iam api sarvasmin jfieye j而napravrtti-

pratibandhabhiitam akli~＼am ajfianal]l I tasmin prahlり巴 sarvakar巴jfieyeasaktam apratihatal]l ca jfianal]l pravartata ity ataり
sarv勾fiatvamadhigamyate I （「所知障Ufieyavarai:ia）もまた，すべての知られるべきことに関する知的活動を妨害する汚
染されていない無知である。もしそれ（所知障）が断滅されたならば，すべての知られるべきことに関して，執着がな
く，妨げられない知的活動が行われる。したがって，一切知者の境涯を達成するのである」）

『
Uつ中
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無住処浬繋（aprati号~hitanirvaQa）へとよく（su~！hu)1 l到達した者（gata）であるから12，‘sugata’
（「善逝」） 13と呼ばれる。

I l接頭辞 SUーについて，ここでは「よく J(SU~！hu）という解釈が提示されている。 Cf. AAA: apunarav~ttya su~＼hu gataJ:i; 
slar mi !dogs par legs par gshegs pa （小野［2001:372］「不退転に善く至るもの」）

PVV Iや BCAPIなどでは三種の SUの解釈が挙げられる。
PVV 59, 7 8: su§abdasya trividho 'rthaり（i)pra§astata surupavat (ii) apunaravrttiり suna~同varavat (iii) niJ:ise号ataca 

apun:iagha¥avat // 
BCAP 2, 6 7: su§abdas tu (i) prafastadyarthatrayavrttivisi~＼arp suga ... ; bd巴ba’isgra ni mdzes pa la sogs pa don gsum la 
’jug pas khyad par 'phags pa’i bde bar gshegs pa nyid gsungs so II （「一方， ‘su－＇という語は，（ i）「称賛に値する＊」など
の三種の意味に対する指示機能によって限定された善逝性が示されている」） *Tib：「美しい」（mdzespa, fobhana). 

12ここでは，他動詞gamの過去分詞gataを「二障（A）を放棄して無住処浬繋（B）へ行く」（A:leaving point, B: reaching 

point）と解釈する。動詞gamに(I）放棄（tyaga),(2）結合（sarpyoga）とし寸意味があることによる。 Cf.Ogawa[2004:66]: 

‘According to H巴liir可a,for instanc巴theaction of going is a continuous flow of acts of leaving a C巴rtainpoint of space and 
reaching another (tyiJgopiJdiJnariipiJvicchinnapraviJh四）， which allows on巴touse a sentence lik巴thefollowing: (7) devadatto 

griimiin nagaraf!l gacchati ‘Devadatta is going from the village to the city”． 
PVVや BCAPIなどでは， su-gataのgataによって，善逝が凡夫らと区別されることを示すとする。特に，マノ←ラ

タナンディンは，上記注に挙げた三種の優越性によってそのことを説明する。
PVV 107, 5-8: (i) ye laukikabhavanamargei:ia vltaraga bahya atatvadarsinas tebhyaJ:i tattvadarsitvad adhik功 I(ii) 

ye faik~a abahy孟hparihai:iidharmai:ias tebhyo ’punara vftty孟／ (iii) ye ca§aik与引1sravaka aprahii:iaklesavasana asak与量tkrta-
sarvvakaravastavas t巴bhyoniJ:ise~aprafitya I 
BCAP 2, 4-6: sugatan ity atra gata§abdena sarvaprthagjanebhyo bhagavatarp vyavacchedarp dar§ayati, te~arp sarpsara-

ntargatatvat, bhagavatarp tu sarpsaravinirgatatvat I （「〔帰敬備における〕「善逝たちに」について。ここでは，「到達した者」

(gata）という語によって，すべての凡夫たちから世尊が区別されることを示すのである。彼ら（凡夫）は輪廻の中へ行

くが，世尊は輪廻から離れているからである」）
usugata （善逝）は仏陀の十種の名号の一つ。 S巴巴MVyut§I: 7(7). PSV on PS I lや BCAPIなどでは，接頭辞 SU伺の
三種の解釈に基づいて， sugataの三種の意味， (i)prafastata （「称賛に値すること」）, (ii) apunaravrttitva （「〔輪廻に〕退

転しないこと」）' (iii) Ill恒凶ata（「残りのないこと」）が挙げられる。それぞれ， su-gataの接頭辞 SUを含む，（i)surupa 

（「よい姿」）, (ii) suna~＼ajvara （「熱病からよくなった者」）, (iii) supuri:iagha¥a （「よく満たされた壷」）の特徴である。
PSV on PS I I: rang don phun sum tshogs pa ni bde bar gshegs pa nyid kyis te I don gsum nye bar blang bar bya’o II (i) rab 
tu mdzes pa'i don ni sky巳sbu gzugs legs pa bzhin no II (ii) phyir mi ldog pa’i don ni rims nad legs par byang pa bzhin no II (iii) 
ma lus pa’i don ni bum pa legs par gang ba bzhin no II don gsum po de yang phyi rol ba’i’dod chags dang bra! ba dang I slob 
pa dang I mi slob pa rnams las rang don phun sum tshogs pa khyad par du bya ba’i phyir ro II (Hattori[ 1968:23］：‘Attainment 

of His own objectives is [evidenced] by [His] being sugata in the following three senses: (i) that of being praiseworthy (pra-

.5astatva), as is a handsome person (suriipa), (ii) the sense of being beyond a return [to saf!1siira] （σpunar－δνrtty-artha), as 

on巴whois fully cured of a fever (suna~faてjvara), and (iii) the sense of being comp！巴te(nif:t.5e~artha), as is a jar wholly filled 

(supiin;a-ghafa). These three sens巴s[of His title “sugata”l distinguish the Buddha’s attainment of His obj巴ctivesfrom that of 
non-Buddhists of subdued passions (vita-raga), from the attainment of those who are undergoing religious training （ぬik~a),

and from that of those who ar巴nolonger in need of religious training (a.5aik~a） ’）. PVVなどにおいても sugataの同様の三種
の解釈が提示される。 SeeHattori [ 1968 :7 5]. 

BCAP 2, 7-3, 5: tenayam arthaり－ ra§astarp yatha bhavati evarp madhyamapratipada klesadyavarar:iaprahai:iarp gat功
sugataJ:i I anena prahai:iasarppattir ukta I yadi va I (i) prasastarp sarvadharmaniJ:isvabhavatatattvarp gata adhigatめsugat功f
anena adhigamasarppad upadarsita I ya[di va] . . . firthikasastrbhyo bhagavatarp vise~as copadarsito bhavati I te~am 

atmadibhavabhinivesavasat prafastagamanabhavat I atmadinarp ca pramai:iabadhitatvat I sarpsarapratipak号atvacca aprasastarp 

gamanam I (ii) apunaravrttya va gat功， punarjanmanoragadina . . . harpkara8uddhya aharpkarabijasya avidyayめsarvatha
prahai:iat sugataJ:il anena srotapannasakrdagamibodhisattvebhyo’pi bhagavatarp vise~o darsitめIt巴~arp prafastagamane 'pi 
sarvadhatvaprahai:iat punaravrttisarpbhavat I (iii) ni恒e~arp va . . . sarvavasanaya api kayavagbuddhivaigur:iyalak~ai:iay功

svayam adhigatamargoktav apa¥avasya va sarvatha prah句atsugataり／このプラジュニャーカラマティの注釈は，先行する

ハリパドラに従うとされる。 AAλ などにおける該当箇所については小野［2000:372-373］参照。

A
吐
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0.1.3.5.1.2 

MVT[Ya4, 1-5; Bh/T5, 7-11; Pa5, 4-6; Ms2a4][18l 

sa ca sarvasavasanavaral)aprah切り sarvathasarvadhannavabodhasvarupaJ:isarvavibhiityasrayabhiitas 

cintamaりiratnavadacintyaprabhavavigrahaりsarvasattvanamanabhogena sarvarthan kartum yogya~ nir-

vikalpakajiianavise~atmaka~ sugαta~ ／ 

恥1VT[D l 90b5-6; P2 I a5 7] 

de yang bag chags kyi sgrib pa thams cad spangs pa I chos thams cad mam pa thams cad 

du thugs su chud pa’i rang gi ngo bo ’byor pa thams cad kyi gnas su gyur pa I yid bzhin gyi 

nor bu rin po che ltar bsam gyis mi khyab pa’i mthu mnga’ste/ sems can thams cad kyi don 

thams cad lhun gyis grub par mdzad par spyod pa I mam par mi rtog pa’i ye shes kyi khyad 

par gyi bdag nyid ni bde bar gshegs pa’off 

0.1.3.5.1.2 (sugata）第二解釈

さらにまた，彼は， (1）〔煩悩〕障とその潜在印象をすべて断ち（sarvasavasanavar同apra-

hli:ia)14 , (2）すべての存在要素を全面的に覚知することを本性とし（sarvathasarvadhannava-

bodhasvariipa)15, (3）すべての自在力の拠であり（sarvavibhiity話rayabhiita)16,(4）意のままにな

る宝珠（cintamai:iiratna)17のように不思議な能力を身体にもち（acintyaprabhavavigraha)18,(5）す

べての衆生にすべての利益（sarvartha）を努力なく（anabhogena）もたらすことができ19' (6）卓

1181Ya, Pa: sa ca sarvavasanavarar:iaprahir:ia~ sarvatha sarvadharmavabodhasvarilpaりsarvavibhutyasrayabhiitas[cintama]r:ii-
ratnavad acintyaprabhavavigraha~ sarvasattvanam anabhogena sarvartha[ca]rar:iasamartho nirvikalpakajfianavise号atmakaD

sugataD I 
Bhff: sa ca sarvavasana0 ・ーー（Ya)... I 
Ms2a4: I rvasavasanavarar:iaprahlr:i功 IsarvathasarvadharmavabodhasvarilpaD I sarvavibhiity亘srayabhuta⑧scintamar:ii-
ratnavad acintyaprabhavavigrahaD I sarvasattvanam anabhog巴nasarva[ 

1~Cf. LY XXVI 309, 17: sarvakl巴iiavasanavaranasuprahir:iaity ucyate I 
l月Cf.MY I. 2: na釘mya111napi casiinya111 tasmat sarvam vidhlyate I sattvad asattvat sattvac ca madhyama pratipac ca sa // 

（「したがって，「すべてのものは空でもなし空でないのでもない」といわれる。それは有であるから，また無である

から，さらにまた有であるからである。そしてそれが中道である」），

SP V. 53a-b: sarvadharmavabodhat tu samyaksa111buddha ucyate I （松涛・長尾・丹治［1975:169］：「それに反して，すべ

ての法をさとっていることによって，正しいさとりを得た〔仏陀〕といわれる」），

LAS X. 239: manovijfianavyavrtta111 citta111 kalu~yavarjitam I sarvadharmavabodhena citta111 buddha111 vadamyaham // （安
井［1976:264］：「意識が滅するとき，心は，汚濁をはなれ，一切法を覚知するが故に，わたくしは心を仏と語る」）

16vibhiiti （自在力）について， TrBhや MSgでは次のように説明される。

TrBh 42, 6: sarvavarar:iavimok~a111 vibhutvaT)1 labhate tada // （「そのとき，あらゆる障害からの完全なる解放がある。自
在なること（vibhutva）が獲得される」），

MSg (II) 102, 9-13：’bras bu yongs su rdsogs pa’i gyur pa ni sgrib pa med pa rnams kyi st巴Imtshan ma thams cad mi snang 
ba dang I shin tu rnam par dag pa’i d巴khona snang ba dang I mtshan ma thams cad la dbang’byor pa thob pa’i phyir ro II （長

尾［1987:303］：「（4）結果が完全円満にせられたことによる転回（paripurr:iaplalaparavrtti）。これは障害が全く無となった

(anavarar:ia）人々〔仏陀たち〕の〔転依〕である。すなわちあらゆる相は現れることなく（nimittakhyana），極めて清浄な

(suvisuddha）真実が顕わとなり（tattvatattva），かつあらゆる椙に対して自由自在であることを得る（nimittavibhutva!abha)

からである」）
17 cintamar:iiratna （「意のままになる宝珠」，「如意宝珠」）について BCAPiで言及される。

BCAP I 20, I 0-11: bodhicittamahakanu:iacintamar:iiratnarajamuku¥avabaddhanaT)1 bodhisattvanaT)1 nasti durgatyapaya-

paropakramabhayam I （「菩提心と大悲という如意宝珠の王冠を戴いた菩薩には，他の悪趣による行為への恐怖がな

18Cf. TrBh 44, 20: acintyas tarkagocaratvat pratyatmavedyatvat df~＼antabhavac ca I （「「不思議なもの」（acintya）とは，〔そ
れが〕論理的思考の対象領域）ではないから，各自によって認識されるべきであるから，日食例（dr~＼anta）が存在しない
からである」）
19 arthakarar:iaについて， MVTVや AKVVIで次のように説明される。

MVT V 200, I 3: anena hy alamban巴nabodhisattvanam ase~apararthakarar:iasamartha bhavantltyatary pararthakarar:ia-
samarthyahetutvam alambananuttaryaT)1 I (LI ！口［1935:319］：・「此所縁によりて諸菩薩には他の〔有情の〕利益を残無

「

D
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越した無分別智をもっ者（nirvikalpakajfianavis時孟tmaka)20として，「善逝」である。

0.1.3.5.2 

0.1.3.5.2.1 

MVT[Ya4, 5 7; Bh汀5,11-12; Pa5, 7; Ms2a5][19l 

tasyatmαiva vi§uddhatathata I tajjanitatvan nirvikalpasya jfianasya tasmat tasmin vii jataI:i sugatatma-

jaりtasmattasmin va jataりsugatatmajaち／

MVT[Dl90b6-7; P21a7] 

de’i bdag nyid ni rnam par dag pa’i de bzhin nyid de I de las mam par mi rtog pa’i ye shes 

rab tu byung ba’i phyir de las sam Ider skye basC27l na bde gshegs nyid skyes so II 

0.1.3.5.2 (sugatatmaja) 

0.1ふ5.2.1 (sugatatmaja）第一解釈

清浄なる真如（vifoddhatathata)21が彼（善逝）のまさに身体（atman）である。なぜなら，無

分別智が彼（善逝）から生じるから。「それ（清浄なる真如）からんもしくは「そこ（清浄な

る真如）に」生じた者が， ‘sugat盃tmaja’（「善逝子」）である220

r191Ya: [tadatmatva111 vifaddhitathata I] tajjanitatvan nirvikalpasya jnanasya tasmat tasmin va jata~ sugatlitmajaり／
Pa: tajjanitatvlin ... (Ya) . . I 

Bhff: tadatmli visuddhitathata tatprabhavatvlin . . (Ya) . . I 
Ms2a5: I nitatvlin nirvikalpasya jnanasya tasmat tasmin va jataりsugatatm匂功

(27lD: skye bas; P: skyes pas. 

く作す能力あるが故に，夫故に他の利益を作す能力あることの因性は所縁無上義なり」），
AKV VI 573, 19 20：・ ata巴vasa iti I svarthaparisamapt巴り Isa parlirthakarai:iarhatvad arhan I pararthakarai:iayogyatvad ity 
arth功／（棲部・小谷［1999：・ 299,8-12]: 「まさにそのゆえに彼は，〔すなわち〕自己の利益を成し遂げているゆえに彼
は，利他をなすにふさわしい（arhat）から「阿羅漢」である。利他を行ずることに適しているから（阿羅漢だという〕意
味である」）
anabhogena （「努力なく」「内発的に」）について， MSAIXで言及されている。

MSA IX. 19a-b 37, 10: yatha maりervinli yatna111 svaprabhlisanidar5ana111 /; 
SAVBh IX. I 9a-b 47, 15-48, 5: lhun gyis grub par sems can gyi don mdzad pa nor bu’I dpe bstan pa'i phyir I ji !tar nor bu 
’bad m巴dpar// rang gi ’od ni bstan pa !tar// zhes bya ba smos te I dper na nor bu rin po che la sogs pa nor bu rnams las ’od 

byung bas na nor bu 'di !tar bdag gis ’od ’byung bar bya'o snyam du bsam pa dang ／’bad rtsol med par yang ’od snang ba de 
bzhin du zhes bya ba’i don to// （西蔵文典研究会［1979:24］：「〔仏は〕無効用にして有情の利益を為すことを摩尼珠の隠
燃によって示すために，「たとえば摩尼珠から精勤なくして，それ自身の光が現れるように」（l.l 9c d）と説く。たとえ
ば，宝珠などの諸摩尼珠より光が生ずるが，摩尼珠は「このように自分が光りを放とう」という考えや精勤や効用がな

くして光は現れる，その如くである，という意味である」）

20Cf. ViV 9, 15-16：・ yad亘tutatpratipak号alokottaranirvikalp句nlinalabhatprabuddho bhavati tada tatpr~＼halabdhasuddha­
Jaukikajfianasa111mukhibhavad vi号aylibhliva111yathavad avagacchafiti samanam etat // （「しかし，もし，それ（誤った概念
構想の繰り返しによって染み込んだ潜在印象）に対抗する（pratipak~a，対治），〈概念構想を伴わない超世間的な知識〉
(nirvikalpalokottarajfiana，無分別出世間智）を獲得することによって〔人が〕目覚めたならば，その場合，くそれ（概念
構想、を伴わない超世間的な知識）の後に獲得される清浄なる世間的な知識） (pf~＼halabdhafaddhalaukikajfilina，後得清浄
世間智）が現前することによって，対象が存在しないことをあるがままに覚知するのである。したがって，これ（〈概
念構想を伴わない超世間的な知識〉の獲得によって目覚める場合）は〔夢から目覚める場合と〕等しい」）
21 vi5uddhatathatliとnirvikalpaの関係について， MSABhXIX. 43-46では次のように言及されている。

MSABh 168, 3-4: satyavyavasthana111 tu saptavidha111 tathatam asritya pravrttitathata111 lak~anatathata111 vijfiaptitathatarμ 

sa111nive5atathata111 mithyapratipattitathatam visuddhitathatarμ samyakpratipattitathatarμ ca I 

22あるいは，「「それ（清浄なる真如）を父として」（tasmat），「それ（清浄なる真如）を母として」生じた者が，‘sugatatmaja’

である」という読みも可能であろうか。チベット語訳にしたがえば，「「それ（清浄なる真如）から」，もしくは「そこ
（清浄なる真如）にJ生じたならば， ‘sugatatmaja’である」となろう。

nhU 
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0.1.3.5.2.2 

恥1VT[Ya4,8-16; Bhff5, 12-20; Pa5, 8-13；恥1s2a5-7] [20l 

atha va sugatatmana jata iti sugatatmajah I yathoktarr sutrantare-

jato bhavati tathiigatavaf!Lse tadiitmakadharmapratilambheneti !42l 

evaf!l sati bodhisattvasya da§abhumau prati~_thitasya sarvakararr jfieyarr vastu karatalastham ivamala-

karr tanvarrfokavacchaditalocanasyevabhasam ayati I bhagavataりpunarapanl'"talocanavarar:iasyevety 

ayarr vise与a~ ／

αtra hi sugatatmaja iti tasyaiva siistraprm;etur adhigamasaf!Lpat43l pradarsitii liibhasatkiiranirape・

k~asya 伝strapra9etrtvenakarur:iasampat prajfiasarrpac ca I 

MVT[D l 90b7-191 a3; P2 la7-21 b3] 

yang na bde bar gshegs pa nyid du skyes pas I bde gshegs nyid skyes te I mdo gzhan las 

de’i bdag nyid kyi chos rab tu myed pas I de bzhin gshegs pa’i gdung du skyes 

[Dl91a] pa yin no 

zhes ji skad gsungs pa lta bu’o II delta [P21b] bas na byang chub sems dpa’sa bcu pa la 

rab tu gnas pa ni I shes bya’i dngos po’i rnam pa thams cad skyu ru ra lag mthil du gzhag 

paC28l I dar la srab mos g-yogs pa’i mig la snang ba bzhin no II bcom ldan 'das kyis<29l ni 

mig gi sgrib pa bsal ba bzhin te I’di ni khyad par ro II 

1201Ya: atha va sugatatmana jata iti sugatatmajaりIyathoktarp sutrantare jato bhavati tathagatavarpse tadatmakavastu 
pratiliibhiid iti I eνGf!l sati bodhisattvasya dafomyii1!1 bhamau prati~！hitasya sarvakararp jfieyarp vastu karatalastham 
ivamalaklphalarp sukavac chaditalocanasy巴vabhasamayati I bhagavataりpunarapanitalocanavarai:iasyev巴tyayarp vise~a~ I 
atra hi sugatatmajas tasyaiva Siistrapra!wyanasyiivabodhasm.npat pradarsitii liibhasatkiiranirapek~asya sastraprai:i巴trtvena
karui:iasarppat prajfiasampac c[eti] I 
Pa: ... (Ya) ... ivamalakarp tattvarpsukavac ... (Ya) . . siistraprm:zetur avσbodhaSGl!lPGf . (Ya）ー.ca I 
Bhff: .. (Ya) ... tatha[gatavarpse] . . (Ya) .. jfi巴yavastukaratalastham ivamalakarp tanvarpfakavac. . (Ya) . atra 
siistraprm:zetus tattviivabodhasampadm?1 nirde~fit1!l sugatatmajam iti I liibhasatkiira0 ... (Ya) . ca I 
Ob: . (Bhff) ... atra siistraprm:zetus tattνdνabodhasa'!lpan nirdefob ... (Bhff) ... I 
Stch: .. (Bh/T) . . I atra sugatiitmaja iti siistraprm:zetus tattviivabodhasampσn nirdi~！ii. liibhasatkiiranirapek~aprm:zetr­
tvena karw:ziisampat prajfiiisampac ca nirdi~fii I 

Ms2a5: atha va su③gatatmana jata iti sugatatmajaD I yathoktarp sutrantar巴jatobhavati ta[, Ms2a6: I sarvakararp 
j白巴yarpvastu 土tkaratalasthamivamalakarp tanvarpfakavacchaditalocanasy巴③vabhasamayati I bhagavataりpunar apa 
nltalocanavaranasyev巴tyayarp vise~a[, Ms2a7: k~asya sastrapraり巴土土trtvenakarui:iasarppat pr句伯sampacca I 

~2l*tadatmakadharmapratilambha. Cf. DBhS IV 38：・ tatrabhavanto jinaputra arci~matya bodhisattvabhumeりsahaprati-
lambhena bodhisattvaりsarpvrttobhavati tathagatakule tadatmakadharmapratilambhaya dasabhir jfianaparipacakair dharmaiり／
（荒牧［1974:120］：「さて，みなさん，仏子たちょ，このようにして「光明に輝く」菩薩の地を体得するや，そのときそ
のまま，かの菩薩は，如来の家系にあって如来そのひとでもある存在を得るようになってしぺ。というのは，十種のさ

とりの知恵を円熟させる実践があるからである」），
MVTV 205, 9ーlI: prathama hi bhumir bodhisattvanarp darfanamargasangagfhlta tatpravesac cajatau tathiigatasyotpanna!z 
tad anukulatadatmakadharmapratilambhad iti sutrapa!h功／； D290b5: sa dad po byang chub sems dpa' rnams kyi mthong ba’l 
lam du bsdus pa d巴rzhugs na I de’i bdag nyid kyi chos rab tu thob pa’i phyir I de bzhi gshegs pa’i rigs su skyes pa yin no zh巴S
mdo las唱byungngo II 

~11thugs su chud pa phun sum tshogs pa, *adhigamasarppat.各刊本はいずれも， thugssu chud pa phun sum tshogs paを，
avabodhasampatと還党するが， avabodhasarppatの用例が見られないことと， adhigamasarppatの用例は多く，しかも

BCAP Iでは sugataの根拠のひとつとして挙げられていることから，ここでは adhigamasampatが適当でドあると考えら
れる。 BCAPI I, 18: anena adhigamasarppad upadarsita I; 'dis ni rtogs pa phun sum tshogs pa bstan to II 

12810: gzhag pa; P: bzhag pa. 
12リlp;D: kyi. 

円

J
a
q』



『比較論理学研究』（比較論理学研究プロジェクト研究センター報告）第4号

’dir ni bde bar gshegs pa’i bdag nyid las skyes pas I bstan bcos mdzad pa de kho na 
thugs su chud pa phun sum tshogs par bstan pa dang I myed pa dang bkur sti la mi blta bar 

bstan bcos mdzad pas I thugsりephun sum tshogs pa dang I shes rab phun sum tshogs par 

bstan pa’o II 

0.1ふ5ム2 (sugatatmaja）第二解釈

あるいはまた，善逝自体として生じたから，‘sugatatmaja’と呼ばれる。たとえば，別の経

中23に〔次のように〕述べられている。

「〔彼（善逝子＝菩薩）は，〕それ（善逝＝如来）を本質とするダルマ（tadatmakadharma)

を得ること（pratilambha）によって，如来の家系（tathagatavarpfa)24に生まれた」

このような場合，第十地25に住する菩薩には，知られるべきことが，全面的に，あたかも掌の

なかにあるアーマラカの果実。malaka）のように，〔ありありと〕顕現する。この場合，〔菩薩

は〕薄布に眼が覆われた人（tanvarps ukadi talocana）と同じである。一方，世尊は，眼に対する

障害が取り除かれた人（apanl凶ocanavara凹）と同じである。このような違いが〔菩薩（善逝子）

と世尊（善逝）との聞に〕ある。
実に，ここにおいて，「善逝子」というこの語によって26，『論書」を説かれたほかならぬそ

の方（聖マイトレーヤ）が完全な理解力（adhigamasarppat）をもつことが示されている。さら

に，物欲と名誉欲と (labhasatkara，利養讃歎）27を期待しない方が r論書』を説かれた方である

から，完全なる悲（karm:iasarppat，悲円満）と完全なる智慧（prajfiasarppat，慧円満）とを有するこ

ともまた〔間接的に〕示されている。

0.1.3.6 

MVT[Ya4, 17-20; BhlTS, 20-23; Pa5, 14-16; Ms2a7]l21l 

vaktaram iti vyakhyanasya kartaram I abhyarhyeti sambadhyate I sugatatmajam ity apity apare Isa 

punar aryasm培a~I tatra hy dη1amaitreyadhi~｛htinad dhαrmαsrotasa44) abhimukhfbhavad idaf!1 sastram 

uktαml 

r211Ya, Pa: vaktaram iti vyakhyanasya kartaram I abhyarhyeti sarpbadhyate I sugatatmaja ity aplty apare Isa punar aryasangaJ:i I 
tasya hldarp sastram abhivyaktarp akhyatarp caryamaitreyadhi科hanatdharmasa1?1tanena I 
Bhff: ... (Ya）・ー・Itatraryamait陀yadhi~thanaddharm旬。paramparayasastram idam avirbhiitam ucyate I 
Ob: ... (Ya) .. tatraryamaitreyadhi~fhanad dharmasrotasa ... (Bh/T) ... I 
Stch: ... (Ya) ..目 tatraryamaitれeyadhi~fhtinaddhannasrotasa sastram idam avirbhiiyoktam I 
Ms2a7: vaktaram iti vyakhyanasya kartararp I abhyarhyeti sambadhyate I sugatatm句amity aplty apare I sa punar aryasanga[ 

.J.J)chos kyi rgyun, *dharmasrotas (Ob, Stch). dharmasrotas （「法流」）というこの語は， Obermiller[ 1933: I 027, n. (Page5, 
note45)], Stcherbatsky [1936: 07, n. 71］の指摘するとおり，止観のある状態を示す術語として捉えるべきである。

23出典不明。

2.itathagatavarpsaについて， DBhSで次のように説明される。 DBhS12: tathagatakule 'navadyo bhavati sarvajativadena 
vyavrtto bhavati I sarvalokagatibhyo’vakranto bhavati lokottararμ gatirμ sthito bhavati I bodhisattvadharmatayarμ suvyavasthito 
bhavati bodhisattvavasthanena samatanugato bhavati tryadhvatathagatavarpfaniyato bhavati sambodhiparayai:iaり／
25ここで第十地とは，菩薩位第十地の最終地である法雲地であり，一切智を得る境地である。十地（dafabhumi）と
は，菩薩が修行すべき五十二の段階のうち，特に第四十一位から第五十位までであり，歓喜地・離垢地・発光地・焔慧
地・難勝地・現前地・遠行地・不動地・善慧地・法雲地のト段階。 Cf.MVBh II 36, 5 6: karmavasitasrayatvarμ dafamyarμ 
yatheccharμ nirmai:iaiりsattvarthakarai:iatI （長尾［1976：・ 263,2 4］：「(10）第十〔地〕においては，「行為の自在性のよりど
ころであること」に〔通暁する〕。〔知の力によって仏陀と同じように〕種々の変化身をもって，思いのままに衆生に対
する利益のはたらきをなすからである」）
26ここでは，マイトレーヤが善逝子の三種の司sarμpatという特徴，すなわち (I）完全な理解力（adhigamasarppat),(2）完全
な悲（karui:iasarμpat，悲円満）， (3）完全な智慧（prajfiasarμpat，慧円満）を備えていることが示されている。（I)adhigamasarppat 
については上注参照。
27物欲と名誉欲と (labhasatkara，利養讃歎）によって心が乱されると退転する。 Cf.AKBh VI 375, 13-14: arhato’PY 
aham ananda Iabhasatkaram antarayakararμ vadami ity atra sut1・巴 dr~tadharmasukhaviharamatrad eva parihanir ukta I （捜部・
小谷［1999:371, IO 11］：「アーナンダよ，利得と〔他者から〕恭敬〔を受けること〕とは阿羅漢にとっても障碍である，
と私は説く」）

nδ 
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恥1VT[Dl9la3-4; P2lb3-5] 

’chad pa ni bshad par byed pa ste I mngon par mchod ces bya ba dang sbyar ro JI kha 
cig na re bde gshegs nyid las skyes pa zhes kyang bya’o zhe’o I JC30l de ni’phags pa thogs 

med do /JC31l de Ia ni’phags pa byams pa’i byin gyis brlabs<32l kyis na I chos kyi rgyun gyis 

bstan bcos 'di mngon du gyur cing bshad do II 

0.1.3.6 ‘vaktaram’ 

‘vaktaram’（「語られた方に」）という語は，「注釈の著者に」という意味である。〔‘vaktaram’

という語は〕‘abhyarcya’（「礼拝して」）という語と結びつく。別の者は，「＇ atmajam’（「善

逝子に」）という語もまた〔‘abhyarcya’という語と結び、つく〕」と〔解釈する〕。さらに，彼

（語られた方）は聖アサンガである。実に，本『論書』は，彼（師アサンガ）に聖マイトレー

ヤが加持したこと（adhi~~hana）によって，法流（dharmasrotas）〔三昧〕によって彼（師アサン
ガ）に現前化したので，〔彼（師アサンガ）によって〕述べられたのであるお。

dharmasrotasという語は MSAXIV 3や MSgIV. 2などに所出し，この法流三味において菩薩は諸仏から教授を受ける
とされる。これに対するスティラマティ注によれば，順決択分（nirvedhabhagiya）中の世第一法（laukika-agradharma）位
における三味を，特に法流三味（dharmasrotas-samadhi）と呼び，その三味において加行道に入った菩薩は初地に到達す
るための教授を諸仏から受ける。 MSAにおける法流三味の詳細については小谷［1984：・120123］参照。
MSA 90, 13 14: dharmasrotasi buddh巴bhyo’vavada111Iabhate tada I vipula111 famathajfianavaipulyagamanaya hi//; SAVBh 
235, 8-10: chos kyi rgyun las sangs rgyas las// shi gnas rnam par rgyas pa dang// ye shes rgyas par’gyurba’i phyir //de tshe 
lung bstan th ob par 'gyur // （小谷［1984:145］：「その時〔かの菩薩は〕法流〔三昧〕において，諸仏から，止（famatha）と
智(jfiana）とが広大となるように広大なる教誠を得る」），
SAVBh 235, 10-21; gong du bshad pa !tar mos pa spyod pa'i sar mos pa dang dad pa’phel ba dang I bsod nams dang ye 
shes kyi tshogs bsags pa dang I sdom pa mam par dag pa dang I theg pa chen po la !ta ba drang ba dang I thos pa mang ba dang 

I sgrib pa spangs pa st巴I!us dang sems las su rung bar byas pa’i byang chub sems dpa’chos kyi rgyun gyi ting nge’dsin la 
gnas nas sangs rgyas rnams las sa dang po thob par bya ba'i don du bstan pa dang gdams pa’i lung th ob par 'gyur t巴Ilung de 
yang shi gnas rnam par rgyas par bya ba dang lhag mthong rnam par rgyas par bya ba’i phyir lung nod par byed de I ye shes 
kyi sgras ni !hag mthong la bya’o II sa dang po thob par’gyur ba’i lam下grten gyi chos mchog gi ting nge’dsin la chos kyi 
rgyun gyi ting nge 'dzin ces bya’o II （小谷［1984: 145］：「上記のように信解行地において，信解即ち浄信が増大し，福徳
と智慧の資糧を積集し，律儀を浄め，大乗において見解を正し，多聞にして障碍を断じた〔菩薩〕，つまり心身が行に
堪える者（karmai:iya）となった菩薩は，法流三味（dharmasrotassamadhi）に住して，諸仏から，初池に達するための教誠
教授である聖教を得る。そしてその聖教は，止が広大なりとなり観（vipasyana）が広大となる為のものなのである。そ
の聖教を受けるのである。「智 (jfiana）」という語は観を意味する。初地に達する道である世第一法の三味を法流三昧と
いうのである」），
MSg (II) 70, 16 27: byang chub sems dpa’rnams dag gis I ... I snga logs su yang chos rgyun der I sangs rgyas rnams ni 
mthong bas na I ... （長尾［1987:110］：「諸の菩薩たちは，…以前にも，またこの法の流れ（dharmasrotas）においても，
諸の仏たちにお会いできたからであって，…」）
さらに， MSAXI.I lで，この法流三昧が，十八種作意の第十四，領受作意（praticchakamanaskara）として説明される。
MSABh 58, 1-2: praticchako yo dharmasrotasi buddhabodhisatvanamantikadavavadagrahakaり／

。O)D:zhピoII; P: zhes I. 
(Jl)D: do II; P: de I. 

(JZlp; D: byin rlabs. 

28この法流（dharmasrotas）と呼ばれる止観は菩薩が諸仏から教授を受ける場であるが，ここでは，アサンガがマイト
レーヤに見える場であることが示され，二者の関係が明らかにされる。 Stcherbatskyは，この一文から MYの実際の著
者‘thereal author’がアサンガであることが示唆されていると指摘する（Stcherbatsky[ 1936:・06-07,n. 72］）。この二者

の関係について，同様のことがChos’byungにおいても描写されている。
Chos’byung [D69al 2］：’jig rten kun la phan phyir thogs m巴dces bya ba II chos rgyun ting’dzin stobs kyis drangs pa’i 
bdud rtsi’i rgyun II’phags pa mi pham zhal gyi bum pa nas blugs pa I gsan pa’i snyim pas gsol ba d巴laphyag’tshal lo II 
(Obermiller [ 1932: II. I 41］：‘I mak巳mysalutations to him who is called Asariga, I Who for the sake of helping the living 
beings, I Has secured, by the force of the Dharmasrota~ samadhi, I The nectar of the Highest Doctrine that pour巴dforth I From 

that precious vessell, - the mouth of the Saint Maitreya, I And has drunk it by means of his ears’） 
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0.1.3.7 

恥1VT[Ya4,21-5, 1; Bh/T5, 23 24; Pa5, 17-18; Ms2a8][22l 

ceti samuccaye padapuraりe’dhikavacaneva I anyan api buddhabodhisattvan arcayitva na kevalarr 

praりetararrvaktararr [Ya5] ceti I 

民1VT[D19la5;P2lb6]C33l 

yang zhes bya ba ni bsdu ba’am I rtsa ba bskangs pa’am I lhag pa’i tshig ste I mdzad pa 

dang ’chad pa nyi tshe la ma yin gyi I sangs rgyas dang byang chub sems dpa’gang yang 

rung ba dag la mchod par bya’0(34) // 

0.1.3.7 ‘ca’ 

‘ca’ という語は，（1）接続（samuccaya），あるいは（2）音節充足（padapurai:ia)29，あるいはむ

しろ，（3）〔言及されていなし寸付加的なものに言及する（adhikavacana）ために〔用いられてい

る〕 300 「説かれた方（師マイトレーヤ）と語られた方（師アサンガ）だけではなく，さらに

〔言及されていない〕別の仏陀と菩薩とにもまた敬礼して」という意味である310

0.1.3.8 

MVT[Ya5, 1-3; Bh/T5, 25-26; Pa5, 18-19; Ms2a8][23l 

kebhyo vaktaram I 

asmadadibhya iti vayam adir y時iif!1te’smαdadayastebhyα争45lI anentitmavisaf!1vtidad46l uddi~！af!147l 

dαrs itαml 

1221Ya, Bh/T, Pa. 

Ms2a8: I samuccaye padapurarye adhikavacane va I anyan api buddhabodhisattvan arcayitva na kevalarp praryetararp 
vaktaram ceti I 
1231Ya: k巴bhyovaktaram, asmadadibhya iti vayam adir y巴~arp te’smadadayas tebhyo ’smadadibhya~ I an巴natmano ’mr~ayti
upadefo bhtisamtino nirdi~faf:z I 

Pa: ... (Ya）ー../anentitmana upade.fosyamr~titvaf!l ν·yajyate I 

Bh/T: ... (Ya) ...’smadadibhyaQ /* 

Ms2a8: kebhyo vaktararp asmadadibhya iti vayam adir ye弱［
*Bh/Tではチベット語訳（Dl9la4-5;P21b5-6：’di ni . . ston to ／／）に対応する箇所の還党がなされていない。

~5lYa, Bh/T, Paが最後に付加する‘’smadadibhyaf:z’は不要。
~6lbdag nyid kyi mi slu ba, *atmavisarpvada. Cf. LY IV 23, 20 21: satyarp dharmalokamukharp devamanu~yavisarp 
vadanatayai sarpvartat巴Ibhutarp dharmalokamukhamatmavisarpvadanatayai sarpvartate /; D33a: bden pa ni chos snang ba’1 
sgo ste I Iha dang mi rnams la mi slu bar ’gyur ro II yang dag pa ni chos snang ba’i sgo ste I bdag la slu ba m巴dpar’gyur ro II 
（外園［1994:750, 18 19］：「〈誠実（真諦）〉は法明門にして，天神や人聞を欺くことなからしむ。〈真実〉は法明門にし
て，自己を欺くことなからしむ」）

~7llung mnos pa，大uddi与ta.Cf. BBh 176, 19-20: uddi~tanam udgfhltanarp dharmaryarp cira-krta-cira-bha号itasyacaikada 
vismararyat /; DI 67a7-167bl: chos lung mnos pa dang I bzung ba dang I by as nas yun ring du Ion pa dang I smras nas yun ring 
du Ion pa dag kyang ch巴d’ga’bサedpas na I （宇井［1961:379（右段）， 30-35]: 「示教され受持せられた諸法と，長く実行
され長く話された方とを一時忘失するから」）

(33)D191a4 5; P21b5 6: SU la ’chad pa zhc na I bdag sogs la zhes bya ba ste I bdag thog mar byas pa gang yin pa de dag ni 
bdag la sogs paste I 'di ni bdag nyid kyi mi slu ba las lung mnos par ston to II 

(J~ ） D: par bya’o; P: bya ba’o 

2りcaの用法について。 Avyayakosa 338：・ “ca” anvacaya-samahara itar巴tarayogasamuccaya viniyoga-tulyayogita-
avadhararya hetu padapilrarya yadyarthadi号uvartate’yam/ 

30チベット語訳にしたがえば，「‘ca’〔という語〕は， (I）〔文法的〕接続（bsduba, *samuccaya），あるいは（2）完備
(tsa ba bskangs pa, *paripurana），あるいは (3）〔言及されていない〕付加的なものに言及する（hagpa，九dhikavacana）〔た
めに用いられている〕」となろう。

31ここで，スティラマテイは選択肢（3）に基づく解釈を提示している。 Cf.Kasika on A.2.4.18: anuktasamuccayarthas 
cakara~ I 

ハU
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(MVT[Dl 9la4-5; P2lb5 6] 

SU la ’chad pa zhe na I 

bdag sogs la zhes bya ba ste I bdag thog mar byas pa gang yin pa de dag ni bdag la sogs 

paste I 'di ni bdag nyid kyi mi slu ba las lung mnos par ston to 11)<35l 

0.1.3.8 ‘asmadadibhyah’ 
【問】〔師アサンガは〕誰のために〔本『論書」を〕語られたのか。

【答］「我々をはじめとする者たちのために」（‘asmadadibhyal).’）と言われている。〔‘asma-

dadibhy功’というこの語は〕「我々をはじめとする者たち」というように分析される〔BahuvrThi

複合語冶madadi’の〕与格複数形である。この語（‘asmadadibhyal).’）によって，〔本「論書」

が，アサンガによってアサンガ〕自身を欺くことなく（atmavisa~vadat）提示されたことが示さ
れている320 

0.1.3.9 

MVT[Ya5, 5-9; Bh/TS, 26-6, 3; Pa5, 21 24; Ms2bl ][241 

siistrasya prm;etiiraf!! [Ms2b] vaktararμ [Bh汀6]cabhyarcya kitμ kari与yasityaha I yati守ye'rthavive-

cana iti I yatnam arapsye 'rthavivecane 'rthavivara9e pft:hagbhavakara9e va I iyarμ ca nimittartha sapta-

ml I arthavivecananimittam ity artha年／／

MVT[Dl9la5-7; P2lb7-22al] (36l 

bstan bcos mdzad pa dang ’chad pa la mngon par mchod nas ci zhig bya zhe na I don roams 

dbye phyir ’bad par bya I zhes bya ba smos so II don dbye ba'i phyir ram I don dgrol ba’i 
phyir ram I so sor dbye ba'i phyir bsgrim par bya ba’i phyir zhes bya ba’di ni rgyu’i don 

[P22a] te I don rnam par dbye ba'i rgyur zhes bya ba'i tha tshig go II 

0.1.3.9 ‘yatisye’rthavivecane’ 
【問｝「論書』を説かれた方（師マイトレーヤ）と語られた方（師アサンガ）とに礼拝して，君
（ヴ、アスパンドゥ）は何をなそうとするのか。

【答】このことについて〔ヴアスパンドウは次のように〕述べる。「〔七〕主題を分析するため

に，私（ヴァスパンドゥ）は尽力しよう」と。

‘arthavivecane’，すなわち「主題を解説するために」（arthavivarai:ie），また，「〔主題を〕分

析するために」（pfthagbhavakarai:ie），「努力をなそう」（yatnamarapsye）という意味である。そ

して，ここ（‘arthavivecane’）には，根拠・目的（nimitta）を意味する第七格（saptaml)が用い

られている。「主題を分析することを目的として」という意味である33

12;1Ya5, 4-5, Pa5, 20 21：・ abhyarhyetyabhyarcya I abhitaり purataり sak~ad iva sthitaf)'l I arhitvarcayitva kayavanmanobhiQ人
Ya5, 5 9; Pa5, 21 24：・ siistrasyapra~ietararrz vaktaraf!1 cabhyarcya kif!1 kari~yaslty aha I yati号ye'rthaviv巴canaiti I yatnam 
iirapsye’rthavivecane 'rthavivarane pfthagbhavakarane va I iyaf!1 ca nimittartha saptamT I arthavivecananimittam ity arthah I 
Bhff: ... (Ya) I yatisye 'rthavivecane yatnam . (Ya) . . I 
Ms2b I: I vaktaraf!1 cabhyarcya kif!1 kari~yasfty aha I yati~y巴 arthavivecane yatnam arapsy巴Iarthaviv巴canearthav1varar.ie 
prthagbhavakarar.i巴vaI iyaf)'l ca nimittartha saptamT arthavivecananimittam ity arthaり［

（対）当該箇所は，チベット語訳では， 0.1.3.6 ‘vaktaram’の語義解釈と 0.1.3.7 ‘ca’の語義解釈の聞に挿入される。
nr,l[Dl9la5-6; P2lb7]: mngon mchod ces bya baniり巴d(D；ηesP) pa’o II mngon par zh巴sbya ba ni mdun nas mngon sum 
dang ’dra bar gnas pa’o II mchod pa ni Jus dang ngag dang yid kyisり巴d(D; brjes P) pa’o II 

.12自らを欺くことなく「提示された」 (lungmnos pa, *uddiS[a）対象は『論書』であり，著者（アサンガ）ではない。
Cf.山口［1935:5,9 IO］：「我には不虚証なるによりて教の明瞭になることあり，と示せるなり」；Stcherbatsky[ 1936: 9, 
33 35］：‘Being himself infallible (he possesses the authority) to give instruction (in the right comprehension of th巳text）’
llチベット語訳には saptamTIこ対応する語がない。チベット語訳にしたがえば，「「主題を分析するために」（dondby巳
ba’i phyir，河川havivecane），「主題を解説するために」（dondgrol ba’i phyir，河口havivarar.ie），または「〔主題を〕分析する
(so sor dbye ba’i phyiT, *prthagbhiivakarana）努力をなそうとするために」というこの語は根拠を意味する」となろう。
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